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第１章 基本的な考え方 

 

１ 計画策定の趣旨 

「第６期みやぎ観光戦略プラン実施計画」（以下「実施計画」という。）は、県が「第６期みや

ぎ観光戦略プラン」（以下「第６期プラン」という。）に掲げた将来像の実現や数値目標を達成す

るため、計画期間における具体的な取組内容を取りまとめたものです。 

実施計画は、毎年度作成し、数値目標に対する達成状況、観光成果指標のモニタリングを行う

とともに、これらを踏まえ、より実効性のある取り組みを検討し、事業化を図っていきます。 

 

 

２ 計画期間 

第６期プランと連動させるため、令和７年４月から令和１０年３月までの３年間を本計画の期

間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前期】４年間 
計画期間：R3～R６ 

【中期】３年間 
計画期間：R７～R９ 

【第５期】 
計画期間：R4.10～R６ 

【第 4 期】 
計画期間：H30～R4.９ 

【回復戦略】 
計画期間：R2.10

～R4.9 
【実施計画】 

計画期間：R4.10～R６ 

【実施計画】 
計画期間：R７～R９ 

【宮城の将来ビジョン】 
計画期間：H19～R2 

【第６期】 
計画期間：R７～R９ 

【新・宮城の将来ビジョン】 
計画期間：R3～R12 

 

 

 

３ 計画の構成 

  第１章 基本的な考え方 

  第２章 計画期間における数値目標及び観光成果指標 

  第３章 観光戦略プロジェクトに基づく具体的な取組 

    ‐観光戦略プロジェクトの概要 

    ‐具体的な取組 

    ‐第６期みやぎ観光戦略プラン関連事業調書【県事業・市町村事業】 
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第２章 計画期間における数値目標及び観光成果指標 
 

１ 基本的な考え方 

本プランの推進に当たっては、第６期プランにおける「目指すべき姿」を実現するために、基

本的な「数値目標」を設定するほか、プランに掲げる戦略を着実に実行していくために、「観光成

果指標」を設定し、毎年度進捗状況の確認を行います。 

 

 

 

 

 

旅行形態のシフトやライフスタイルの多様化に加えて，感染症の影響により，人々の行動変容 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数値目標 

数値目標については、第５期プランで定めた３つの指標（宿泊観光客数、外国人観光客宿泊者

数、観光消費額）を継続的にモニタリングするとともに、宿泊観光客数については、圏域ごとに

令和元年水準までの回復に差が生じていることから、圏域ごとの目標値を設定しました。 

また、観光消費額の増加に向け、「質」の向上を意識するために、新たに観光消費額単価を追加

しました。 

 

目標指標 
実績値 実績値 実績値 

第６期プラン 

目標値 把握方法 

令和元年 令和５年 令和６年 令和９年 

① 

宿泊観光客数 989 万人泊 943 万人泊 988 万人泊 1,104 万人泊 

宮城県「観光統計
概要」 

仙南圏域 71 万人泊 63 万人泊 63 万人泊 75 万人泊 

仙台圏域 742 万人泊 727 万人泊 770 万人泊 830 万人泊 

大崎圏域 77 万人泊 54 万人泊 58 万人泊 87 万人泊 

栗原圏域 11 万人泊 9 万人泊 9 万人泊 11 万人泊 

登米圏域 9 万人泊 8 万人泊 9 万人泊 9 万人泊 

石巻圏域 38 万人泊 42 万人泊 38 万人泊 44 万人泊 

気仙沼・本吉圏域 42 万人泊 40 万人泊 42 万人泊 48 万人泊 

② 
外国人観光客 
宿泊者数 

53.4 万人泊 51.5 万人泊 74.3 万人泊 120 万人泊 
観光庁「宿泊旅行
統計調査」 

③ 観光消費額 3,989 億円 3,985 億円 4,527 億円 6,000 億円 
宮城県「観光統計
概要」 

④ 

観光消費額 

単価（日本人） 
22,710 円／人 26,640 円／人  33,000 円／人 

観光庁「旅行・観光
消費動向調査」 

観光消費額 

単価（外国人） 
54,526 円／人 71,768 円／人  90,000 円／人 

観光庁「インバウンド
消費動向調査」 

 

1. 地域資源を活かした観光コンテンツの提供により、県内の隅々まで観光客が

訪れる観光地を目指します。 

2. 地域経済の活性化に向け、地域を支える基幹産業である観光産業の持続的な

発展を目指します。 

3. 観光客の受入基盤整備を強化し、質の高いサービスの提供により、何度も訪

れたい観光地を目指します。 

4. 宮城でしか経験できない価値を効果的かつ積極的に情報発信し、国内外から

訪れたい観光地を目指します。 

 
本県観光の目指すべき姿 
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３ 観光成果指標 

数値目標のほかに、観光成果指標を設定し、本県の観光を巡る現状を多角的に分析・評価する

とともに、毎年度、観光施策の見直し・改善を行い、効果的な施策立案につなげます。 

観光は災害等の環境変化等に影響を受けやすいことに加え、観光施策の効果が速やかに現れる

ものだけではなく、効果が発現するまで時間がかかるものもあることから、観光成果指標は、継

続的にモニタリングするとともに、時宜に応じた見直しを行います。    

観光客の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 
前回計測時点

からの推移 

①  観光客入込数 4,495 万人 R3 6,824 万人 R5  7,052 万人 R6   

②  

外国人観光客の平

均泊数 

（仙台空港から入国） 

4.9 泊 R1 5.2 泊 R5 6.5 泊 R6 

 

③  
居住地別宿泊観光

客数（中部以西） 

278,228 人

（8.7%） 
R2 

502,511 人 

（10.4%） 
R5 

570,687 人 

（10.1%） 
R6 

 

④  満足度（魅力） 79.7% R3 年度 75.5% R5 年度 74.0% R6 年度 
 

⑤  満足度（二次交通） 62.8% R3 年度 57.9% R5 年度 59.0% R6 年度 
 

⑥  
リピーター率 

（2 回以上の来訪） 
82.1% R3 年度 82.1% R5 年度 82.1% R6 年度 

 

⑦  再来訪意向 90.4% R3 年度 87.6% R5 年度 87.2% R6 年度  

⑧  
観光地としての推

奨度 

 
73.3% R3 年度 72.6% R5 年度 72.8% R6 年度 

 

⑨  訪問経験 59.9% R3 年度 59.1% R5 年度 58.6% R6 年度 
 

⑩  教育旅行宿泊状況 56,453 人 R2 131,864 人 R5 136,570 人 R6  

⑪  民泊者数 6,315 人 R3 15,330 人 R5 20,281 人 R6 
 

 

県民の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 前回計測時点

からの推移 

① 
県内旅行の経験 

（過去３年間） 
62.4% R3 年度 49.4% R5 年度 51.0% R6 年度 

 

② 県民の出国者数 9,376 人 R2 22,576 人 R5 45,438 人 R6 
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県民の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 
前回計測時点

からの推移 

③ 満足度（二次交通） 39.4% R3 年度 26.8% R5 年度 30.8% R6 年度 
 

④ 
満足度 

（ホスピタリティ） 
47.0% R3 年度 34.6% R5 年度 36.6% R6 年度 

 

⑤ 
外国人観光客に対す

る受入意向 
66.8% R3 年度 70.4% R5 年度 58.8% R6 年度 

 

⑥ 

サステナブルツーリ

ズムに対する認知度 

 

―  8.8% R5 年度 9.0% R6 年度 

 

 

 

観光産業の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 
前回計測時点

からの推移 

① 
県内総生産（宿泊・

飲食サービス業） 
2,179 億円 R1年度 1,581 億円 R4年度 2,019 億円 R5年度 

 

② 
訪日外国人旅行消

費額 
440 億円 R1 353 億円 R5 549 億円 R6 

 

③ 雇用誘発数 24,298 人 R2 52,292 人 R5 60,236 人 R6 
 

④ 
宿泊施設数 

（旅館業） 
1,028 件 R2年度 1,014 件 R5年度 1,016 件 R6年度 

 

⑤ 
ＭＩＣＥ開催数 

（コンベンション） 
232 件 R2年度 1,588 件 R5年度 1,551 件 R6年度 

 

⑥ 

映画・テレビ等の

ロケーション撮影

誘致数 

32 件 R3年度 35 件 R5年度 45 件 R6年度 

 

⑦ 
ワーケーション 

協議会参加数 
150 団体 R3 157 団体 R6 150 団体 R7 
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観光産業の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 前回計測時点 

からの推移 

① 
国・県指定文化財 

件数 
391 件 R3 398 件 R6 396 件 R7 

 

② 震災伝承施設数 134 施設 R4 162 施設 R6 162 施設 R6  

③ 
ボランティアガイ

ド団体数 
58 団体 R3 57 団体 R6 60 団体 R7 

 

④ 通訳案内士数 148 人 R4 155 人 R7 154 人 R8  

⑤ 

教育旅行体験 

プログラム数 
（うち SDGs・探究学習） 
（うち震災・防災・減災学習） 

293 件 

（62 件） 

（40 件） 
R4 

359 件 

（116 件） 

（48 件） 
R7 

359 件 

（116 件） 

（48件） 

R8  

⑥ 
コンサート開催数 

（グランディ 21） 

 
25 件 R3 年度 35 件 R6 年度 29 件 R7 年度  

⑦ 
デジタル化取組状

況（全産業） 
32.7 % R4 40.0 % R6     50.1 % R7 

 

⑧ 

県公式サイトイン

バウンドコンテン

ツ数 

797 件 R4 年度 932 件 R6 年度 838 件 R7 年度 
 

⑨ 
ＳＤＧｓ未来都市

選定数 
3 件 R3 年度 4 件 R6 年度 4 件 R7 年度  

⑩ 
自然公園等環境整

備件数（工事件数） 
10 件 R3 年度 11 件 R6 年度 8 件 R7 年度 

 

⑪ 
仙台空港定期便運

航数（国内線） 

9 路線 49 往復 

/日 R4 
8 路線 51 往復 

/日 
R7 

8 路線 51 往復 

/日 
R8  

 
うち中部以西の空

港発着数 

8 路線 35 往復/

日  
7 路線 36 往復 

/日 
 

7 路線 36 往復 

/日 
  

⑫ 
仙台空港定期便運

航数（国際線） 

0 路線 

0 往復/週 R4 
5 路線 

37 往復/週 
R7 

5 路線 

35 往復/週 
R8 

 

⑬ 農泊推進団体数  25 団体 R3 年度 26 団体 R6 年度 26 団体 R7 年度  

⑭ 

食材王国みやぎ地

産地消推進店登録

数 

429 施設 R3 年度 529 施設 R6 年度 540 施設 R7 年度 
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観光産業の視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 前回計測時点 

からの推移 

⑮ 

心のバリアフリー 

認定施設数 

（宿泊施設） 

4 件 R4 49 件 R7 63 件 R8 
 

⑯ 

みやぎの食べきり

モデル店舗認定数

（宿泊施設） 

2 件 R4 3 件 R7 3 件 R8  

 

 

 
       

         

         

マネジメントの視点 

観光成果指標 初期値 
 

前回 
 

現況値 
 経年変化 

年/年度 年/年度 年/年度 前回計測時点 

からの推移 

① 
教育旅行マッチング

件数（国内） 
84 件 R3 年度 174 件 R6 年度 174 件 R7 年度 

 

② 

有識者・地域の事業

者からの意見聴取回

数 

16 回 R3 年度 32 回 R6 年度 22 回 R7 年度 

 

③ 
市町村観光計画の策

定数 
14 件 R4  14 件 R7  14 件 R8  

 

④ 

市町村観光協会の設

置数（宮城県観光連盟会

員） 

25 団体 R4 25 団体 R7 24 団体 R8 

 

⑤ ＤＭＯ登録数 5 団体 R4 7 団体 R7 5 団体 R8 
 

⑥ 

持続可能な観光地域

づくりに取り組む地

域数 

1 地域 R5 1 地域 R7 2 地域 R8 
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第３章 観光戦略プロジェクトに基づく具体的な取組 

１ 令和８年度の基本的方針 

（１）現状認識 

令和６年の県内の観光客入込数は、7,052 万人となり、前年に比べ 228万人（+3.3%）増加し、

過去最高の観光客入込数を記録しました。また、宿泊観光客数は、988万人泊と前年に比べ 45 万

人泊（+4.7％）の大幅の増加となり、コロナ拡大前の水準と同程度に回復しております。 

一方、圏域別の宿泊観光客数では、令和元年比で約７、８割の回復にとどまっている圏域があ

ることに加え、インバウンド需要は東京、大阪、京都などの三大都市圏に集中しているなど、地

域偏在の傾向が顕著となっております。 

みやぎ観光戦略プランに基づく取組を引き続き安定的に実施し、更に強化していくために、令

和８年１月１３日に宿泊税の課税を開始しました。宿泊税の活用施策の検討に当たっては、みや

ぎ観光振興会議や新たに設置した宿泊事業者部会を通じて、市町村や観光事業者との意見交換や

情報共有を行うなど、地域の実情を踏まえた効果的な施策について検討を進めてきたところです。 

また、観光地としての認知度向上に向け、トレッキングの国際会議であるアジア・トレイルズ・

カンファレンスの開催し、宮城オルレをはじめとした宮城県の魅力発信や県内６コース目となる

宮城オルレ多賀城コースの開設を行い、誘客拡大に向けた取組を進めてきました。 

県としては、人口減少社会における持続可能な観光地域づくりを目指すために、消費額単価が

高く、滞在期間が長いインバウンドの誘客拡大に加え、県内旅行の長期滞在化を目指した取組を

引き続き進めていく必要があると考えております。 
 

（２）取組の方向性 

県では、令和７年度以降の観光戦略の基本計画として第６期プランを策定し、ポストコロナに

おける新しいみやぎの観光として、これまで以上に地域の観光に光を当てるため、行政機関、観

光事業者、住民、観光客等の多様な主体が一体となって、持続可能な観光地域づくりを推進して

いくこととしました。 

施策の推進に当たっては、３つの視点として、視点①インバウンド需要・宿泊需要の積極的な

取り込み、視点②持続可能な観光の推進、視点③デジタル技術の積極的な活用を定めたほか、施

策の柱となる４つの観光戦略プロジェクトを定め、体系的に施策を立案・実施していきます。 

第６期プランの２年目となる令和８年度は、新たに観光振興財源として導入した宿泊税を有効

活用し、地域観光の課題解決や更なる誘客拡大に向け、取組の充実を図ってまいります。 

具体的には、「戦略１ 魅力ある観光資源の創出」として、地域の特色を生かした観光地域づく

りを目指すため、市町村や観光協会等が行う滞在時間の長期化につながるコンテンツ造成などの

観光振興施策を支援するとともに、「戦略２ 観光産業の活性化」として、宿泊業の人手不足を解

消するために、人材確保やマッチングを支援するだけでなく、質の高いガイド人材を確保・育成

など、観光人材の育成・確保を進めていきます。 

また、「戦略３ 観光客の受入環境整備の充実」として、二次交通を中心とした、観光地間や観

光地内での移動手段の確保やインバウンド受入環境整備として地図経路検索サービスの多言語化

の推進のほか、「戦略４ 国内外との交流拡大の促進」として、観光消費額単価が高く、滞在日数

が長い欧米豪を誘客ターゲットとしたプロモーションや仙台空港の路線拡充を図るため、グラン

ドハンドリングの体制強化を目的とした新たな補助金を創設するなど、更なるインバウンドの誘

客拡大に向けた取組を展開してまいります。 
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２ 観光戦略プロジェクト 

  本県の観光が目指すべき姿の実現に向けて、基本理念である「地域が主役となる持続可能な

観光地域づくりを通した“All-round”な観光地の実現」に向け、次の４つの戦略に基づき、体系

的に施策を立案・実施していきます。 

 

（１）観光戦略プロジェクトの概要 

戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略１ 

魅力ある観光

資源の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域色を

活かした観光コ

ンテンツの創出 

〇地域資源を活用した観光コンテンツの発掘・磨き上げにより、市 

町村ごとの独自色を活かした観光地域づくりに取り組みます。 

〇各地域が有する食、自然、伝統、季節等の魅力をテーマに応じて、 

有機的に連携した広域的なモデルルートを造成するなど、県全体 

の周遊向上を図ります。 

〇観光需要の波を平準化し、通年観光を目指すために、閑散期（特 

に、観光客入込数が減少するグリーンシーズン、冬期）における 

観光コンテンツの造成を推進します。 

〇宿泊者数の増加や消費額の高い「夜の滞在」を促すために、ナイ

トタイムコンテンツの造成を推進します。 

（２）みやぎの

「食」、「自然」、

「歴史・文化・

芸術」の魅力向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①みやぎの「食」 

〇「食材王国みやぎ」が誇る食材の魅力発信や地産地消の推進に向

け、生産者や食産業関連事業者等の連携を促進します。 

〇観光客への訴求力を高めるため、食や食文化に関わる人、ストー 

リー性を意識したコンテンツを造成し、食を活かした周遊・滞在 

型観光を推進します。 

〇食に携わる観光関連事業者が外国人旅行者の食の多様性を理解す

る機運を醸成するとともに、ハラール対応飲食店等の情報など、

旅行者が安心して滞在できるよう食の情報発信を強化します。 

 

②みやぎの「自然」の魅力向上 

〇宮城オルレの新規コース開設に合わせて、アジア・欧米諸国など、

世界中のトレイルファンを誘客し、県内全域における周遊・長期

滞在を促進します。 

〇宮城オルレやみちのく潮風トレイル等のトレッキングコースをは

じめとしたみやぎの自然を満喫できるアウトドアコンテンツの更

なる利用促進・普及拡大を推進します。 

〇ＳＵＰ、サーフィン等自然や風景を活かしたアクティビティコン

テンツの充実を図り、アドベンチャーツーリズムを推進します。 
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戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略１ 

魅力ある観光

資源の創出 

（２）みやぎの

「食」、「自然」、

「歴史・文化・

芸術」の魅力向

上 

 

③みやぎの「歴史・文化・芸術」の魅力向上 

〇学生等が地域の歴史や伝統文化・芸能などを学ぶ機会を創出

し、地域の魅力を発信できる人材の育成やシビックプライドの

醸成を図ります。 

〇歴史・文化資源の創建記念事業などのイベントを契機として、

地域の核となる観光コンテンツを造成し、県内外に魅力を発信

します。 

〇みやぎ応援ポケモンラプラスを活用した周遊施策に加え、漫画

やアニメの聖地巡礼などのアニメツーリズムを推進します。 

〇映画やアニメ等のロケ地や舞台の誘致推進に向け、関係団体と

の連携を強化します。 

 

（３）東日本大

震災の記憶・教

訓の伝承 

〇国内外からの教育旅行の体験コンテンツとして、震災・防災・

減災学習をテーマとしたプログラムの造成支援・情報発信を行

うなど、本県ならではの教育旅行体験プログラムの充実を図

り、教育旅行の誘致を促進します。 

〇被災地の復興状況、復興に向けた取組や震災伝承施設の紹介を

はじめ、震災を経験した語り部活動を通して、東日本大震災の

記憶と教訓を後世に伝承するとともに、国内外に広く発信しま

す。 

（４）ＤМОの

体制強化 

〇観光地域づくりの司令塔となるＤМОが展開する創意工夫あ

る取組を支援します。 

〇地域活性化の手段として、既存 DMO との役割を整理の上、Ｄ

МОの新規登録を推進します。 

〇地域連携ＤМОである（公社）宮城県観光連盟が中心となり、

関係団体や他ＤＭＯとの調整機能を担い、広域連携を進めま

す。 
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戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略２ 観光

産業の活性化 

（１）人手不足

対策 

〇人材の効果的な配置やサービス水準の向上を目的として、業務

効率化に向けた省人化・省力化設備の積極的な導入を支援しま

す。 

〇宿泊業の人材・人手不足に対応するため、学生や転職希望者等

を対象に、宿泊施設とのマッチング機会を創出するとともに、

従業員の定着促進やスキルアップを支援します。 

〇宿泊業における外国人材受入れを促進するために、人材ニーズ

に応じた支援を行います。 

（２）観光人材

の育成・確保 

〇中小企業等において DX を推進する中核人材向けの研修を実施

するほか、実務担当者向けの実践的・専門的研修を実施します。 

〇インバウンドの誘客拡大を図るため、県内の全国通訳案内士や

ボランティアガイドのほか、学生や留学生等を対象としたセミ

ナーや模擬ツアーを開催するなど、ガイド人材の育成・確保を

推進します。 

〇高等学校や大学等での出前授業等の機会を活用し、観光の意義

や観光産業が地域の基幹産業であることの理解醸成を促進し

ます。 

（３）新たな旅

のスタイルへの

対応強化 

〇グリーンツーリズムの観点から、農林水産業等の関連産業との

連携等を通して、体験型プログラムの充実を図ります。 

〇県内でのワークスペース情報を積極的に発信するとともに、事

業者や旅行者などからのニーズを踏まえ、ワーケーションやデ

ジタルノマドなどの需要取り込みを図ります。 

〇関係団体と連携した MICE の誘致活動強化や、ブレジャーの普

及を図ります。 
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戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略３ 観光

客受入環境整

備の充実 

（１）観光地・

観光産業の高付

加価値化 

〇観光地全体の魅力アップにつなげるために、ライトアップ、植

樹や廃屋撤去等による景観整備を推進します。 

〇滞在型観光の受け皿となる宿泊施設の高付加価値化やＤＸ化

を推進します。 

（２）インバウ

ンド受入環境整

備の推進 

〇滞在期間中の利便性向上に向け、キャッシュレス決済や無料公

衆無線ＬＡＮ等の整備を推進します。 

〇観光案内板の多言語化や、飲食、宿泊施設等のメニューの多言

語化を推進します。 

〇災害等の緊急時における避難情報の提供などにより、外国人観

光客の安全・安心な旅行環境の確保を図ります。 

（３）ユニバー

サルツーリズム

の推進 

〇公共施設や宿泊施設などのハード面や移動手段となる公共交

通機関でのユニバーサルデザインを推進します。 

〇バリアフリー対応や情報発信に積極的に取り組む姿勢のある

観光施設を対象とした「観光施設における心のバリアフリー認

定制度」の更なる普及拡大を図ります。 

（４）オーバー

ツーリズム対策

の推進 

〇観光地内での自家用車以外の移動手段の確保により、道路渋滞

の緩和を図ります。 

〇観光地内の駐車場や観光施設の混雑状況を可視化し、情報発信

することにより混雑の平準化を図ります。 

（５）交通アク

セスの充実 

〇主要駅等と県内観光地を結ぶシャトルバスの運行や乗合タク

シーの運行に加え、レンタカーの活用を促進するなど、観光地

までの円滑な移動を推進します。 

〇観光地内での移動手段として、レンタサイクルに加え、電動キ

ックボード等、ラストワンマイル対策を推進します。 

（６）安全・安

心な自然公園施

設等の整備 

〇観光客の安全な利用に配慮した登山道や遊歩道の整備を推進

します。 

〇自然公園内の公衆トレイの洋式化やレストハウスの通信環境

の改善を推進します。 

（７）地域住民

の「おもてなし」

意識の醸成 

〇県民向けの観光に対する意識調査を行うとともに、観光振興に

よる地域経済や雇用に対する効果を周知することにより、観光

の重要性を再認識し、観光客に対するおもてなしの心の醸成を

図ります。 

〇旅行者に対して、日本のマナー・文化・風習への理解を促し、

滞在期間中の満足度向上を図るとともに、地域住民の生活に配

慮した旅行を推進します。 
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戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略４ 国内

外との交流拡

大の促進 

（１）デジタル

マーケティング

の推進 

〇県内旅行者へのアンケート調査や、県民・県外客への WEBアン

ケート調査を通して、旅行者の属性、旅行目的等を把握し、デ

ータに基づいた政策の立案を行います。 

〇東北観光 DMP（Data Management Platform：データ マネジメン

トプラットフォーム）を活用し、動態データ等を基に、来訪者

の周遊促進を図る取組を推進します。 

（２）戦略的な

観光プロモーシ

ョンの強化 

〇海外新規市場の開拓に向け、趣味やテーマ性が高い目的に絞

った SIT（特定目的型旅行）に特化した海外旅行会社とのマ

ッチング商談会の開催等により、市場別の誘客を強化しま

す。 

〇首都圏からの誘客拡大を目指し、羽田空港や成田空港を利用

した訪日外国人旅行者に対してのプロモーションを推進しま

す。 

〇外国人向けポータルサイト「Visit MIYAGI」について、市場分

析に基づき、掲載記事の充実を図ります。 

（３）市町村、

関係団体等と連

携したプロモー

ションの強化 

〇東北観光推進機構が運営する WEBサイト旅東北を活用し、広

域周遊モデルルート、観光スポットや体験型コンテンツなど

のプロモーションを推進します。 

〇東北観光推進機構や東北各県と連携し、現地旅行会社、イン

フルエンサー招請に加え、大阪・関西万博への共同出展によ

り、東北一体となったＰＲを展開します。 

〇仙台市と連携し、仙台・宮城へのインバウンドの誘客拡大に向

けたプロモーションを推進します。 

（４）ツーウェ

イツーリズムの

推進 

〇教育旅行において重要視される相互交流を促進し、将来の継続

的なインバウンド拡大を図るため、国内外からの教育旅行の誘

致や県内学校の海外教育旅行を推進します。 

〇海外市場の分析を行い、相手国と相互に SITを実施することに

より、双方向の交流拡大につなげます。 

〇若年層の海外旅行促進を図るため、パスポート取得を推進しま

す。 

〇国外で人気のあるアウトドアコンテンツを契機とした相互交

流を推進します。 

（５）スポーツ

ツーリズムの推

進 

〇プロスポーツのホームゲーム開催時に観光プロモーションを

行うなど、プロスポーツと連携した誘客施策を推進します。 

〇県内のスポーツ施設等を活用し、学生スポーツの大会や合宿

誘致を推進します。 

〇アウトドアスポットを活用し、国際競技大会等の大規模なスポ

ーツ大会の誘致を推進します。 
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戦略 取組の柱 取組の方向性 

戦略４ 国内

外との交流拡

大の促進 

（６）ゲートウ

ェイ機能を活用

した誘客の推進 

○地元自治体や経済団体等と緊密に連携し、新規路線の就航・

寄港に向けた誘致強化及び受入体制の構築を図ります。 

○周遊観光を促すために、空港・港湾を起点とし、周辺の観光

資源と連携した周遊プランの造成を推進します。 

○空港や港湾内における多言語観光案内や Wi-Fi 通信環境の確

保など、宮城・東北のゲートウェイとして旅行者が利用しやす

い受入環境の確保を図ります。 
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（２）観光戦略プロジェクトごとの具体的な取組 

 

戦略プロジェクト 戦略１ 魅力ある観光資源の創出 

 （１）地域色を活かした観光コンテンツの創出 

 （２）みやぎの「食」、「自然」、「歴史・文化・芸術」の魅力向上 

 （３）東日本大震災の記憶・教訓の伝承 

 （４）ＤМОの体制強化 

数値目標 宿泊観光客数（圏域別） 

主な観光成果 

指標 

観光客入込数、観光地としての推奨度、教育旅行マッチング件数（国内）、 

ＤＭＯ登録数 

施策展開の視点（令和８年度） 

◆市町村や地域事業者、観光協会等と連携し、地域の特色を生かした既存観光資源の高付加価

値化や、新たな滞在型・体験型コンテンツの造成を進め、地域ごとの魅力向上を図ります。 

◆地方振興事務所や商工団体、ＤＭＯ等との広域連携の下、ナイトタイムコンテンツ、インバ

ウンド等を意識した観光コンテンツの造成を進め、周遊促進、滞在時間の長期化及び観光消

費額の拡大につなげます。 

主な事業（令和８年度）  

■宿泊税市町村交付金【観光戦略課】（185,481千円） 

地域の特色を生かした観光地域づくりを目指すため、市町村が行う滞在時間の長期化につな

がるコンテンツ造成などの観光振興施策を支援します。 

 

■圏域観光魅力向上推進事業【観光戦略課】（70,000千円） 

地方振興事務所・地域事務所が地域の事業者と連携して、地域に根差した観光資源を磨き上

げる取組を行うことにより、観光客の地方誘客促進や観光消費の拡大を目指します。 

 

■ナイトタイムコンテンツ創出事業【観光戦略課】（60,000千円） 

 観光客の県内周遊や長期滞在につなげ、ナイトタイムエコノミーによる観光消費の拡大を図

るため、多賀城政庁跡等を会場としたライトアップ等によるナイトタイムイベントを実施しま

す。 

 

■宮城オルレ推進事業【観光戦略課】（66,000千円） 

韓国済州島発祥のトレッキング「オルレ」の宮城県版「宮城オルレ」のコースを県内各地で

整備し、魅力あるコンテンツとして磨き上げ、国内外からの誘客促進・交流人口の拡大を図り

ます。 

 

■宮城県観光地域づくり支援事業補助金【観光戦略課】（70,000千円） 

県内各地域の特色を活かした持続可能な観光地づくりを促進するため、観光コンテンツ創出

等支援事業補助金を交付し、市町村観光協会等が行う観光コンテンツの新規造成、既存観光コ

ンテンツの磨き上げや地域の観光課題の解決などの観光消費拡大に資する取組を支援します。 
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主な事業（令和８年度）  

■欧米豪市場向け宮城県観光魅力再評価・品質向上事業【観光戦略課】（20,000千円） 

欧米豪市場に詳しいランドオペレーター等を招き、県内観光コンテンツを視察・評価しても

らい、「Visit Miyagi」での発信を強化して本県への誘客を促進するとともに、ランドオペレ

ーター等からのフィードバックや情報を得て、欧米豪から東北への送客に繋がる関係構築を図

るもの 

 

■商工団体と連携した訪日外国人向けビジネスチャンス創出事業【商工金融課】（15,300千円） 

増加する訪日外国人の需要を取り込み、地域経済の活性化を図るため、地域内で外国人の回

遊・消費を促す取組や外国人の嗜好に合わせた商品開発など、ネットワークやノウハウ等を活

かして地域事業者の商機創出を支援する商工団体に対して助成を行う。 

 

■商店街ＮＥＸＴリーダー創出事業【商工金融課】（11,800千円） 

魅力ある商店街の形成を促進するため、先進事例等を学ぶセミナー、実践事業への補助及び

ネットワーク会議により、商店街活動の新たな担い手や中心人物の創出を支援する。 

 

■放射光施設利用促進事業【新産業振興課】（非予算） 

令和 6年 4月から運用開始された、３GeV高輝度放射光施設 NanoTerasu（ナノテラス）の見

学機会の創出や関係機関と連携した情報発信等を行う。 

 

■みやぎ蔵王ブランド推進事業【大河原地方振興事務所】（1,124千円） 

仙南地域の「食と観光のブランド化」を目的とした産業振興と広域観光推進を図るため、「み

やぎ蔵王三十六景」「みやぎ蔵王温泉郷」等を活用した観光振興策を、管内市町・関係機関・

DMO・周辺観光圏との連携により展開します。 

 

■観光と食の魅力発信支援事業【東部地方振興事務所】（744千円） 

観光関係団体や商工団体、事業者等と連携し、石巻地域の特産品や観光資源を広く発信し、

販路拡大と誘客促進を図るとともに、地域ブランド力の向上と地元産業の活性化を図る。 

 

■最上・雄勝・大崎三県連携交流事業【北部地方振興事務所】（944千円） 

 大崎地域と山形県最上地域・秋田県雄勝地域との県境を越えた広域的な取組として、三地域

合同で情報発信や観光 PR等を実施します。 

 

■サイクルツーリズム等アウトドアアクティビティ推進事業【気仙沼地方振興事務所】 

（1,674千円） 

当圏域の観光資源であるみちのく潮風トレイルやオルレに加え、令和７年度に整備が完了し

た「震災復興・伝承みやぎルート」を活かした当圏域への誘客を目指し、これらの魅力を発信

し、新規顧客の開拓を促進するため、情報発信を通じて、観光誘客に繋げる。 
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戦略プロジェクト 戦略２ 観光産業の活性化 

 （１）人手不足対策 

 （２）観光人材の育成・確保 

 （３）新たな旅のスタイルへの対応強化 

数値目標 宿泊観光客数、観光消費額、観光消費額単価 

主な観光成果 

指標 

県内総生産、宿泊施設数、デジタル化取組状況、ＭＩＣＥ開催数 

施策展開の視点（令和８年度） 

◆宿泊業における人材不足への対応を図るため、業務実習、マッチング、ガイド育成、外国人

材の確保・定着支援等を進めるとともに、デジタル化や生産性向上、経営改善への支援によ

り、観光産業を支える事業者の持続可能な経営基盤の強化を図ります。 

◆質の高いガイド機能の強化やＭＩＣＥ誘致の推進等により、旅行者満足度の向上、観光消費

額の増加及び高い経済波及効果の創出を図り、観光産業全体の付加価値向上につなげます。 

主な事業（令和８年度）  

■観光人材育成・確保支援事業【観光戦略課】（60,000千円） 

旅館、ホテル等における人材確保のため、宿泊施設での実習を通じた人材育成やマッチング

を支援するほか、観光産業の持続的成長に向けて、学生、留学生等を対象とした勉強会やフィ

ールドワークの実施により、通訳ガイドの育成を支援します。 
 

■中小企業等デジタル化支援事業【中小企業支援室】（257,000千円） 

生産性向上等を目的とした県内中小企業等のデジタル化の取組について、アドバイザー派遣

及び導入経費の補助を行い、デジタル化の推進を図ります。 
 

■中小企業等再起支援事業【中小企業支援室】（1,300,000千円） 

原油価格・物価高騰の影響によって業績が悪化し、経営の維持向上に支障をきたしている中

小企業・小規模事業者が、早期の再起を図るために行う、販路開拓や生産性向上等の取組を支

援します。 
 

■外国人材活躍推進事業【国際政策課】（73,000千円） 

 外国人材の確保に向け、合同企業説明会等の開催により、企業と外国人材の交流機会を創出

するなどし、マッチングを支援するとともに、外国人材の定着を図るため、キャリアアップを

後押するための企業補助や外国人材に対する感謝を伝えるイベントを開催します。 

 

■観光ガイド機能強化事業【観光戦略課】（26,000千円） 

観光コンテンツの魅力を高め、旅行者の満足度や観光消費額を増加させるためにはローカル

ガイドの存在が不可欠であるため、質の高いガイド人材を確保・育成し、観光地域の最大限の

魅力を引き出します。 
 

■ＭＩＣＥ（国際会議等）の誘致推進事業【観光戦略課】（1,860千円） 

多くの外国人を一時に招致できる MICE（国際会議等）の誘致を積極的に実施し、高い経済波

及効果を生み出すため、専門のスタッフを抱え誘致事業に精通した団体への補助を行います。 
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戦略プロジェクト 戦略３ 観光客受入環境整備の充実 

 （１）観光地・観光産業の高付加価値化 

 （２）インバウンド受入環境整備の推進 

 （３）ユニバーサルツーリズムの推進 

 （４）オーバーツーリズム対策の推進 

 （５）交通アクセスの充実 

 （６）安全・安心な自然公園施設等の整備 

 （７）地域住民の「おもてなし」意識の醸成 

数値目標 宿泊観光客数、外国人宿泊観光客数、観光消費額単価 

主な観光成果 

指標 

観光地満足度（魅力、二次交通）、リピーター率（2回以上の来訪）、再来

訪意向、外国人観光客に対する受入意向、自然公園等環境整備件数（工事

件数） 

施策展開の視点（令和８年度） 

◆訪日外国人旅行客等の受入環境を整備するため、経路検索サービスの多言語化やバスツアー

の造成することで、観光客に対するおもてなし態勢の向上を図ります。 

◆交通アクセスを充実させるために、観光地間や観光地内での移動手段を確保しようとする事

業者に対して補助することで、観光地における消費機会を創出します。 

主な事業（令和８年度） 

■レンタカーを活用した県内周遊促進事業【観光戦略課】（50,000千円） 

レンタカー利用者に対するインセンティブを創設し、特に仙台市以外に宿泊した場合のメリ

ットを大きくすることにより、地方部への周遊を促進し、県全体の宿泊者数の底上げを図りま

す。 

 

■観光地ラストワンマイル対策支援事業【観光戦略課】（30,000千円） 

レンタサイクルや電動キックボード等の設置を推進し、観光地内での周遊促進を図ります。 

 

■インバウンド向けツアーバス運行事業【観光戦略課】（60,000千円） 

訪日外国人が増加する中、宮城・東北への更なる誘客拡大を目指すため、インバウンド向け

のバスツアーを造成し、県内観光地の認知度向上を図るとともに、県内・東北各地への周遊を

促します。 

 

■交通 DX推進事業【地域交通政策課】（29,800千円） 

訪日外国人旅行客等の受入環境を整備するため、Google マップの経路検索サービスに多言

語化された路線バスの運行情報を掲載するための支援を行います。 

 

■農山漁村体験おもてなし支援事業【農山漁村なりわい課】（10,500千円） 

農山漁村の魅力を活かした体験等を組み合わせ、多様なニーズに対応した農泊ツアーを造成

し、農山漁村に複数回来訪する機会の創出と地域間連携により周遊性を向上させ、新たな交流

人口・関係人口の拡大を図り、農山漁村地域の所得向上を目指します。 
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戦略プロジェクト 戦略４ 国内外との交流拡大の促進 

 （１）デジタルマーケティングの推進 

 （２）戦略的な観光プロモーションの強化 

 （３）市町村、関係団体等と連携したプロモーションの強化 

 （４）ツーウェイツーリズムの推進 

 （５）スポーツツーリズムの推進 

 （６）ゲートウェイ機能を活用した誘客の推進 

数値目標 宿泊観光客数、外国人宿泊観光客数 

主な観光成果 

指標 

居住地別宿泊観光客数、訪問経験、県民の出国者数、訪日外国人旅行消費

額、仙台空港定期便運航数（国内線、国際線） 

施策展開の視点（令和８年度） 

◆観光消費額単価が高く、滞在日数が長い欧米豪を誘客ターゲットとして、北の持つ自然、歴

史、食の魅力の認知・定着を図るため、インバウンド需要の取り込みが十分ではない東北へ

の誘客を他団体と共に展開します。 

◆本県のインバウンドの大半を占めるアジア圏の底上げを図るために、ツーウェイツーリズム

を推進するだけでなく、仙台空港の路線拡充を図ります。 

主な事業（令和８年度）  

■ツーウェイツーリズム推進事業【観光戦略課】（7,900千円） 

若年層の海外との交流機会を創出して国際相互理解力を向上させるとともに、海外との交流

拡大を通じて、空港路線の維持・拡大を図り、インバウンドの更なる誘客拡大につなげるため、

県内の中学校、高等学校等が実施する海外教育旅行費用に対して助成します。 

 

■新規市場（欧米豪）向けプロモーション事業【観光戦略課】（126,440千円） 

滞在期間が長く、消費単価が高い傾向にある欧米豪市場の訪日旅行客における東北地方や宮

城県の全国シェアは１％と極めて低い水準にとどまっているため、戦略的プロモーションを展

開し、宮城県および東北地方の認知度の拡大や誘客を促進することにより観光消費の拡大と地

域経済の活性化を図ります。 

 

■みやぎ情報発信共創プラットフォーム【地域振興課】（22,000千円） 

フランスを中心とした欧州市場の長期滞在・高付加価値マーケットに対し、東北の持つ自然、

歴史、食の魅力の認知・定着を図るため、インバウンド需要の取り込みが十分ではない東北へ

の誘客を、東北観光推進機構、新潟県を含む東北各県及び仙台市と連携し強力に展開します。 

 

■仙台空港グランドハンドリング等体制整備事業【空港臨空地域課】（2,000千円） 

仙台空港のグランドハンドリング等を担う人材の確保に向けて、小中学生及び保護者を対象

とした航空教室を開催し、空港業務のＰＲとイメージアップを図ります。 

 

■仙台空港グローバル・ゲートウェイ機能強化事業【空港臨空地域課】（32,000千円） 

仙台空港の路線拡充を図るため、グランドハンドリング事業者に対して、エアラインの新た

な就航や増便等の希望を受け入れる際に必要となる費用の一部を補助します。 
 

 



３　具体的な取組

第６期みやぎ観光戦略プラン関連事業調書【県事業】

R7 R8 R9 (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (1) (2) (3) (4) (5) (6)

1 観光戦略課
風評被害等観光客実
態調査事業

東京電力福島第一原子力発電所事故による風評
被害の実態把握や今後の観光施策を検討する上
での基礎資料とするため、観光客へのアンケート調
査等を行う。

● ● ● ● ●

2 観光戦略課
ＭＩＣＥ（国際会議等）
の誘致推進事業

多くの外国人を一時に招致できるMICE（国際会議
等）の誘致を積極的に実施し、高い経済波及効果
を生み出すため、専門のスタッフを抱え誘致事業に
精通した団体への補助を行う。

● ● ● ●

3 観光戦略課
みやぎ観光振興会議
運営事業

観光関係事業者等と意見交換の場を設定し、観光
施策の推進を図る。

● ● ● ● ● ● ●

4 観光戦略課
宮城ワーケーション
情報環境整備推進事
業

宮城におけるワーケーションの一層の普及促進を
図るため、県内のワーケーション施設等の情報を一
元化したポータルサイトを構築し、効果的な情報発
信を行う。

● ● ● ●

5 観光戦略課 宿泊税市町村交付金
地域の特色を生かした観光地域づくりを目指すた
め、市町村が行う滞在時間の長期化につながるコ
ンテンツ造成などの観光振興施策を支援する。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 観光戦略課
圏域観光魅力向上推
進事業

地方振興事務所・地域事務所が地域の事業者と連
携して、地域に根差した観光資源を磨き上げる取
組を行うことにより、観光客の地方誘客促進や観光
消費の拡大を目指す。

● ● ● ● ● ●

7 観光戦略課
レンタカーを活用した
県内周遊促進事業

レンタカー利用者に対するインセンティブを創設し、
特に仙台市以外に宿泊した場合のメリットを大きく
することにより、地方部への周遊を促進し、県全体
の宿泊者数の底上げを図る。

● ● ●

8 観光戦略課
観光地ラストワンマイ
ル対策支援事業

レンタサイクルや電動キックボード等の設置を推進
し、観光地内での周遊促進を図る。

● ● ●

9 観光戦略課
外国人観光客誘致促
進事業

訪日外国人が増加する中、宮城・東北への更なる
誘客拡大を目指すため、インバウンド向けのバスツ
アーを造成し、県内観光地の認知度向上を図るとと
もに、県内・東北各地への周遊を促す。

● ● ● ● ●

10 観光戦略課 観光振興協力金
宿泊事業者が宿泊税徴収時に行う県の観光施策
のPRや、宿泊事業者が独自で行う地域内周遊の
促進に関する取組を支援する。

● ● ● ●

11 観光戦略課
ナイトタイムコンテン
ツ創出事業

観光客の県内周遊や長期滞在につなげ、ナイトタイ
ムエコノミーによる観光消費の拡大を図るため、多
賀城政庁跡等を会場としたライトアップ等によるナ
イトタイムイベントを実施する。

● ● ● ● ●

12 観光戦略課
教育旅行誘致促進事
業

将来の交流人口拡大に繋がる国内外からの教育
旅行の誘致を促進するため、みやぎ教育旅行等
コーディネート支援センターを運営し、国内外の学
校と観光事業者等とのマッチングを支援するほか、
国内外の学校に対するバス借上げ経費の助成や、
国内外の校長等を対象とした招請を実施するととも
に、国内外での説明会を開催し、教育旅行誘致を
強力に推進する。

● ● ● ●

13 観光戦略課
フィルムコミッション推
進事業

映画、テレビ等を通じて我が県の魅力を発信し、我
が県の知名度向上と誘客強化を図るため、せんだ
い宮城フィルムコミッションに参画し、映画、テレビ
等の撮影のロケーション誘致、支援等を行う。

● ● ● ●

14 観光戦略課
観光人材育成・確保
支援事業

旅館、ホテル等における人材確保のため、宿泊施
設での実習を通じた人材育成やマッチングを支援
するほか、観光産業の持続的成長に向けて、学
生、留学生等を対象とした勉強会やフィールドワー
クの実施により、通訳ガイドの育成を支援する。

● ● ● ● ●

15 観光戦略課
ツーウェイツーリズム
推進事業

若年層の海外との交流機会を創出して国際相互理
解力を向上させるとともに、海外との交流拡大を通
じて、空港路線の維持・拡大を図り、インバウンドの
更なる誘客拡大につなげるため、県内の中学校、
高等学校等が実施する海外教育旅行の経費を支
援する。

● ● ● ●

16 観光戦略課
みやぎ観光デジタル
プロモーション事業

インバウンド回復のため、デジタルを活用し、旅行
者の需要に合わせたプロモーションを実施するとと
もに、その結果を踏まえたインバウンド施策展開に
繋げる。

● ● ● ● ●

17 観光戦略課 観光誘客推進事業

県内市町村のほか、関係団体等と連携し、本県に
おける観光資源を磨き上げ、魅力の向上を図るとと
もに誘客活動の実施により、幅広い層の観光客の
確保を図る。

● ● ● ● ● ●

戦略1 戦略2

該当する戦略

戦略3 戦略4
No. 担当課室名 事業名 事業概要

事業年度
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18 観光戦略課
宮城県観光地域づく
り支援事業補助金

県内各地域の特色を活かした持続可能な観光地づ
くりを促進するため、観光コンテンツ創出等支援事
業補助金を交付し、市町村観光協会等が行う観光
コンテンツの新規造成、既存観光コンテンツの磨き
上げや地域の観光課題の解決などの観光消費拡
大に資する取組を支援する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

19 観光戦略課
東北観光推進機構等
と連携した広域観光
の取組強化

大都市圏や海外から東北への誘客を図るため、東
北各県や東北観光推進機構等と連携し、東北が一
体となった観光プロモーションの展開などの取組を
行う。

● ● ● ●

20 観光戦略課
仙台・宮城おもてなし
態勢向上事業

仙台・宮城観光PRキャラクター「むすび丸」を活用し
た本県観光のPR活動を実施し、県内への誘客を図
る。

● ● ● ●

21 観光戦略課
外国人観光客誘致促
進事業

外国人観光客の誘客回復のため、トップセールス
や旅行博出展等を実施するほか、台湾サポートデ
スク及び中国大連事務所を活用し、セールスコー
ルや招請事業等を一体的に行う。
併せて、各市場に対しSNSによる情報発信を一元
的に実施する。

● ● ● ● ● ● ●

22 観光戦略課
みやぎ観光戦略受入
環境基盤整備事業

観光客の利便性と安全な利用等に配慮した自然公
園施設の老朽化対策等を行うほか、広域観光案内
板や東北自然歩道の案内標識等の再整備を進め
る。

● ● ● ● ● ●

23 観光戦略課 宮城オルレ推進事業

韓国済州島発祥のトレッキング「オルレ」の宮城県
版「宮城オルレ」のコースを県内各地で整備し、魅
力あるコンテンツとして磨き上げ、国内外からの誘
客促進・交流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ●

24 観光戦略課
山形県と連携した広
域観光の推進事業

大都市圏や海外からの誘客を図るため、山形県と
連携した観光プロモーションの展開などの取組を行
う。

● ● ● ● ●

25 観光戦略課
国際観光モデル地区
観光施設整備事業

外国人観光客の誘客及び受入環境整備を図るた
め、栃木県、南東北3県及び県内市町村と連携し、
観光プロモーションや看板整備などの取組を行う。

● ● ● ● ●

26 観光戦略課
新規市場（欧米豪）向
けプロモーション事業

滞在期間が長く、消費単価が高い傾向にある欧米
豪市場の訪日旅行客における東北地方や宮城県
の全国シェアは１％と極めて低い水準にとどまって
いるため、戦略的プロモーションを展開し、宮城県
および東北地方の認知度の拡大や誘客を促進する
ことにより観光消費の拡大と地域経済の活性化を
図る。

● ● ● ● ● ●

27 観光戦略課
欧米豪市場向け宮城
県観光魅力再評価・
品質向上事業

欧米豪市場に詳しいランドオペレーター等を招き、
県内観光コンテンツを視察・評価してもらい、「Visit
Miyagi」での発信を強化して本県への誘客を促進す
るとともに、ランドオペレーター等からのフィードバッ
クや情報を得て、欧米豪から東北への送客に繋が
る関係構築を図る。

● ● ●

28 観光戦略課
みやぎ欧米豪誘客お
もてなし強化事業

欧米豪からのインバウンド誘客を促進するため、観
光関連事業者の意識改革と地域全体での機運醸
成を図るとともに、各観光地が主体的に受入環境
の整備に取り組むことを支援する。

● ● ●

29 観光戦略課
観光ガイド機能強化
事業

観光コンテンツの魅力を高め、旅行者の満足度や
観光消費額を増加させるためにはローカルガイドの
存在が不可欠であるため、質の高いガイド人材を
確保・育成し、観光地域の最大限の魅力の引き出
す。

● ● ●

30 観光戦略課
インバウンド受入基
盤整備事業

外国人観光客の誘客拡大と満足度向上に向け、
Wi-Fi整備や観光案内板の多言語化（ピクトグラム
等）を行う。

● ● ● ● ●

31 富県宮城推進室
宮城マスター検定事
業

ご当地検定の形式を用いて、宮城の特産品、観光
地、イベント等産業関係の情報を中心に広く県内外
にPRすることにより、宮城県の地域資源、産業全般
に関する認知度を高めるとともに、地域産業の活性
化を図る。

● ● ● ● ●

32 新産業振興課
みやぎの伝統的工芸
品産業振興事業

国及び県指定の伝統的工芸品について、新商品開
発や販路拡大等の支援を行い、伝統工芸産業の普
及・振興を図るとともに、工芸品や各産地の魅力を
情報発信する。

● ● ● ●

33 新産業振興課
放射光施設利用促進
事業

令和6年4月から運用開始された、３GeV高輝度放
射光施設NanoTerasu（ナノテラス）の見学機会の創
出や関係機関と連携した情報発信等を行う。

● ● ● ●

34 商工金融課

商工団体と連携した
訪日外国人向けビジ
ネスチャンス創出事
業

増加する訪日外国人の需要を取り込み、地域経済
の活性化を図るため、地域内で外国人の回遊・消
費を促す取組や外国人の嗜好に合わせた商品開
発など、ネットワークやノウハウ等を活かして地域
事業者の商機創出を支援する商工団体に対して助
成を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

35 商工金融課
中小企業経営安定資
金等貸付金

観光客の利便性の向上及び安全・安心の確保を図
るため、中小企業者が観光施設の整備等を行う際
に、“伊達な旅”整備促進資金の県制度融資によ
り、資金融通の円滑と観光産業の振興を図る。

● ● ● ● ● ● ●
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36 商工金融課
次世代型商店街形成
支援事業

商店街のニーズや商店街を取り巻く環境の変化に
適合した、次世代を見据えた持続的で発展的な商
店街の構築を図るため、商店街団体等が行う商店
街ビジョン形成及びビジョンに基づく課題解決の取
組を支援する。

● ● ● ●

37 商工金融課
商店街ＮＥＸＴリー
ダー創出事業

魅力ある商店街の形成を促進するため、先進事例
等を学ぶセミナー、実践事業への補助及びネット
ワーク会議により、商店街活動の新たな担い手や
中心人物の創出を支援する。

● ● ● ●

38 中小企業支援室
中小企業等デジタル
化支援事業

生産性向上等を目的とした県内中小企業等のデジ
タル化の取組について、アドバイザー派遣及び導
入経費の補助を行い、デジタル化の推進を図る。

● ● ● ●

39 中小企業支援室
中小企業等再起支援
事業

原油価格・物価高騰の影響によって業績が悪化し、
経営の維持向上に支障をきたしている中小企業・
小規模事業者が、早期の再起を図るために行う、
販路開拓や生産性向上等の取組を支援する。

● ● ● ●

40 雇用対策課
みやぎ地域活性化雇
用創造プロジェクト事
業

女性や高齢者等の潜在的労働力の掘り起こしから
就職までをトータルかつきめ細かにサポートする雇
用支援拠点の設置と県内企業の受入環境の整備
支援を実施し、求人・求職側の双方から多様な人
材の活躍を推進することで、企業の競争力の源泉
である「人財」の確保を進め、富県宮城の実現を雇
用政策面から支える。

● ● ●

41 国際政策課
海外交流基盤強化事
業

中国吉林省、米国デラウェア州等海外自治体等と
の関係を強化するため、訪問団の派遣や受入れを
行い、本県のPR等を効果的に実施する。

● ● ● ●

42 国際政策課
韓国市場における
SIT観光客誘致促進
事業

韓国を対象とした宮城・東北地方のインバウンド市
場の回復を目指し、宮城・山形・岩手のキリスト教
関連遺産を活用したSIT層向けの誘客活動を実施
し、地域活性化と観光振興を図る。

● ● ● ●

43 国際政策課 多文化共生推進事業

外国人相談センターの設置などを通じて外国人県
民が地域で安心して生活できるような環境整備に
取り組む。外国人相談センターは、観光客からの問
合せ等にも対応する。

● ● ● ●

44 国際政策課
外国人材活躍推進事
業

外国人材の確保に向け、合同企業説明会等の開
催により、企業と外国人材の交流機会を創出する
などし、マッチングを支援するとともに、外国人材の
定着を図るため、キャリアアップを後押するための
企業補助や外国人材に対する感謝を伝えるイベン
トを開催する。

● ● ● ●

45
国際ビジネス推
進室

県産食品海外ビジネ
スマッチングサポート
事業

農林水産物の輸出に取り組む事業者のスタート
アップから海外ビジネス展開の段階に応じて細や
かな個別支援を実施するとともに、輸出に当たって
課題となる物流面などの課題解決に向けたバ
リューチェーンのモデル構築により更なる輸出拡大
を図る。

● ● ● ●

46 大阪事務所
「宮城・山形・福島」南
東北三県観光展開催
事業

南東北三県が連携して、地域の魅力を周知し、一
層の誘客促進を図るため、大阪市内において観光
PRを行う。

● ● ● ● ●

47 大阪事務所
東北六県観光展開催
事業

東北六県が連携し、東北の魅力等を積極的かつ集
中的に提供することにより、一層の観光誘客の促
進を図るため、観光案内、ポスター・パンフレットの
掲示、民工芸等の展示、DVD放映、ゆるキャラによ
るPR及び東北旅行・特産品プレゼントを行う。

● ● ● ● ●

48
大河原地方振興
事務所

みやぎ蔵王ブランド
推進事業

仙南地域の「食と観光のブランド化」を目的とした産
業振興と広域観光推進を図るため、「みやぎ蔵王三
十六景」「みやぎ蔵王温泉郷」等を活用した観光振
興策を、管内市町・関係機関・DMO・周辺観光圏と
の連携により展開する。
 (1)食のブランド化事業
　郷土料理やスイーツ、地域の逸品等の販売促
進、PR
 (2)広域観光・食と物産情報の発信強化事業
　SNSキャンペーンや管内ひな祭りイベントの一体
的PR等
 (3)みやぎ蔵王温泉郷振興事業
 (4)みやぎ蔵王三十六景ブランド創造会議

● ● ● ● ● ● ● ● ●

49
大河原地方振興
事務所

ＳＮＳ等を活用した積
極的な情報発信事業

SNSを活用し、仙南圏域の観光や食の魅力など、
テーマやターゲットを絞り、戦略的に発信する。

● ● ● ● ●

50
大河原地方振興
事務所

３県（宮城・山形・福
島）連携広域周遊促
進事業

東北中央道の開通等により、南東北３県（宮城仙
南・山形置賜・福島県北）の交通アクセスが改善さ
れ、これまで以上に県境を越えた広域周遊の利便
性が高まっていることから、各地域の魅力を多くの
方に知ってもらい、3県の相互交流を促進するた
め、各地域の観光資源や食を切り口とした周遊企
画を実施する。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

51
大河原地方振興
事務所

仙台・宮城観光キャ
ンペーン推進協議会
県南地域部会事業

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会県南地域
部会の事務局として、関係市町や観光関係団体等
と連携し、地域の豊富で多様な観光資源を広くPR
し、より多くの観光客の誘致の実現するとともに、観
光を活かした地域振興を推進する。
 ・圏域周遊スタンプラリー「ご当地キャラクターを探
せ！」
 ・圏域観光パンフレット「ぐるり県南」の改訂
 ・「みやぎ仙南サイクルツーリズム推進会議」との
連携事業

● ● ● ● ● ●
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52
仙台地方振興事
務所

仙山交流連携促進事
業

文化面・交通面での結びつきが強い宮城県仙台地
域及び山形県村山地域合同の特産品販売会等を
支援するとともに、両地域の魅力を発信すること
で、両地域の相互交流をさらに深める。

● ● ● ● ● ● ● ●

53
仙台地方振興事
務所

仙台圏域内観光周遊
促進・満足度向上事
業～仙台圏域ぐるっ
と周って満足旅～

仙台圏域が一体となった観光周遊施戦略を展開す
ることで、地域活性化を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

54
仙台地方振興事
務所

仙台・宮城観光キャ
ンペーン推進協議会
仙台地域部会事業

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会仙台地域
部会の事務局として、関係市町村等と連携・協働し
ながら、圏域観光の推進を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

55
北部地方振興事
務所

最上・雄勝・大崎三県
連携交流事業

大崎地域と山形県最上地域・秋田県雄勝地域との
県境を越えた広域的な取組として、三地域合同で
情報発信や観光PR等を実施する。

● ● ● ● ● ●

56
北部地方振興事
務所

ＳＮＳによる観光情報
発信事業

国内・海外からの誘客促進を図るため大崎地域等
の 観 光 地 の 魅 力 を SNS （ Youtube 、 Facebook 、
Instagram）を活用し情報発信する。

● ● ● ● ● ●

57
北部地方振興事
務所

地域食材魅力発信事
業

大崎地域のイベントである「おおさき食楽まつり」に
おいて、来場者に対して地域食材の魅力を発信し
消費拡大に繋げるもの。また、大崎地域の農産物
直売所等を取材し、FacebookやInstagram等で情報
発信する。

● ● ● ● ●

58
北部地方振興事
務所

バーチャルトリップサ
イトによる観光情報
発信事業

海外からの誘客促進を図るため、大崎管内の観光
地を360°映像等で紹介するバーチャルトリップサ
イト「アイラブオオサキ」で国内外に発信する。

● ● ● ● ● ●

59
北部地方振興事
務所

仙台・宮城観光キャ
ンペーン推進協議会
県北地域部会事業

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会県北地域
部会の事務局として、関係市町や観光関係団体等
と連携しながら、地域あるいは地域を越えて連携し
た観光施策を主体的に実現させ、地域の活性化に
資するための継続した観光の仕組みづくりを行う。

● ● ● ● ●

60
北部地方振興事
務所

おおさき魅力発見事
業

県内の小中高生を対象に、大崎地域でガイド体験
会を実施するもの。大崎地域の魅力を体感しなが
ら、興味を抱いた観光コンテンツの説明ができるよ
うにすることで、参加者やその家族、受入れ地域の
シビックプライドの醸成につなげる。

● ● ● ● ● ●

61
北部地方振興事
務所

観光のデジタル化促
進事業

大崎地域の観光関係団体及び事業者等を対象に、
ＳＮＳ活用による情報発信など、受入側のデジタル
化を促進するための研修を行う。

● ● ● ● ●

62
北部地方振興事
務所

宮城オルレ「大崎・
鳴子温泉コース」の
誘客促進事業

宮城オルレ「大崎・鳴子温泉コース」への誘客促進
を図るため、県や大崎市、宮城県観光連盟等が実
施するイベントやプロモーション活動を支援する。

● ● ● ● ●

63

北部地方振興事
務所栗原地域事
務所・東部地方
振興事務所登米
地域事務所・気
仙沼地方振興事
務所

岩手・宮城県際連携
による誘客促進事業

「岩手・宮城県際広域観光推進研究会」への参画
等、県際のつながりを生かした滞在型観光の推進
を図る。

● ● ● ● ● ●

64
北部地方振興事
務所栗原地域事
務所

栗駒山麓広域連携事
業

栗駒山を共通の観光資源とする岩手県、秋田県と
連携し、栗駒山麓の登山マップや広域観光パンフ
レットの作成、配架等を行う。

● ● ● ● ●

65
北部地方振興事
務所栗原地域事
務所

くりはらマルシェ開催
事業

栗原地域の物産品のPR販売と合わせて観光PRを
実施し、栗原地域への誘客促進を図る。

● ● ● ● ● ●

66
北部地方振興事
務所栗原地域事
務所

栗原地域関係人口拡
大事業

地方に関心を寄せる都市部在住者が地域の人と交
流しながら地域について知り、繰り返し訪問する契
機となる事業を実施することで、関係人口の拡大を
図る。

● ● ● ● ● ●

67
北部地方振興事
務所栗原地域事
務所

体験・宿泊型観光推
進事業

宿泊・食事・体験など農山村ならではの地域資源を
活用した様々な観光コンテンツを提供した滞在型観
光を推進するため、地域の観光資源を活用した
テーマ性のあるコース造成等の取組を推進する。

● ● ● ● ● ● ● ●

68
東部地方振興事
務所地方振興部

観光と食の魅力発信
支援事業

観光関係団体や商工団体、事業者等と連携し、石
巻地域の特産品や観光資源を広く発信し、、販路
拡大と誘客促進を図るとともに、地域ブランド力の
向上と地元産業の活性化を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

69
東部地方振興事
務所・気仙沼地
方振興事務所

仙台・宮城観光キャ
ンペーン推進協議会
三陸地域部会による
情報発信事業

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会三陸地域
部会の事務局として、関係市町や観光関係団体等
と連携しながら観光資源の広報宣伝等を実施し、
石巻・気仙沼地域への交流人口の拡大を図るとと
もに、観光を活かした地域振興を推進する。

● ● ● ● ● ● ● ●

70
東部地方振興事
務所地方振興部

インバウンド研修会
「外国人観光客案内
ガイドおもてなし講
座」（観光客受入環境
エンハンス事業）

全国的に拡大するインバウンド需要を的確に取り
込み、案内ガイド研修による受入体制の強化を図
るとともに、日帰り中心から宿泊滞在型観光への転
換を進め、滞在時間の延伸と観光消費額の拡大を
実現し、石巻地域の持続的な観光振興につなげる
ことを目的とする。外国人観光客が安心かつ快適
に石巻圏域を周遊できる受入環境の整備を目的と
する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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71
東部地方振興事
務所地方振興部

滞在促進型観光強化
事業（観光客受入環
境エンハンス事業）

全国的に拡大するインバウンド需要を的確に取り
込み、案内ガイド研修による受入体制の強化を図
るとともに、日帰り中心から宿泊滞在型観光への転
換を進め、滞在時間の延伸と観光消費額の拡大を
実現し、石巻地域の持続的な観光振興につなげる
ことを目的とする。日帰り中心の観光構造を転換
し、宿泊直結型商品の造成により滞在時間と観光
消費額の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

72
東部地方振興事
務所登米地域事
務所

誘客促進事業

公式SNS「ほっとめーしょん」のInstagramアカウント
における投稿や、登米地域内の観光スポット及び
飲食店等の情報を集約したデジタルマップの作成
等により、情報発信の強化を図る。

● ● ● ● ●

73
東部地方振興事
務所登米地域事
務所

登米産食材を通じた
地域産業協働事業

登米産食材を活用した飲食店や生産者等が相互に
連携するネットワークを構築するとともに、フェア等
のイベントを開催し、登米産食材のPRと消費拡大、
周遊促進を図る。

● ● ● ● ● ●

74
東部地方振興事
務所・気仙沼地
方振興事務所

仙台・宮城観光キャ
ンペーン推進協議会
三陸地域部会による
情報発信事業

仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会三陸地域
部会の事務局として、関係市町や観光関係団体等
と連携しながら観光資源の広報宣伝等を実施し、
石巻・気仙沼地域への交流人口の拡大を図るとと
もに、観光を活かした地域振興を推進する。

● ● ● ● ● ● ● ●

75
東部地方振興事
務所登米地域事
務所

体験型観光コンテン
ツ堀り起こし・磨き上
げ事業

「米」をテーマとしたイベント等の開催や、登米地域
の農泊施設等に対する継続的なフォローアップ支
援等により、体験型コンテンツの掘り起こし・磨き上
げを行い、誘客促進を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

76
気仙沼地方振興
事務所

気仙沼地方振興事務
所公式Instagram等に
よる情報発信事業

公式Instagramを開設し、圏域の観光資源の魅力を
効果的に情報発信する。
また、気仙沼・本吉地域の復旧・復興情報や見所、
イベント情報などについて、取材を通じて情報収集
し、ブログにより情報発信を行う。

● ● ● ●

77
気仙沼地方振興
事務所

宮城オルレ「気仙沼・
唐桑コース」の誘客
促進事業

宮城オルレ「気仙沼・唐桑コース」への誘客促進を
図るため、宮城県観光連盟や地元観光協会等が実
施するイベントやプロモーション活動を支援する。

● ● ● ●

78
気仙沼地方振興
事務所

デジタルスタンプラ
リー事業

観光客の滞留性・周遊性の向上を図るため、岩手
県大船渡地域振興センターと連携し当圏域（気仙
沼市、南三陸町）及び大船渡圏域の観光施設等に
設置するポイントをめぐるデジタルスタンプラリー事
業を実施する。

● ● ● ●

79
気仙沼地方振興
事務所

アウトドアコンテンツ
等の外国語翻訳によ
る情報発信事業

気仙沼・南三陸地域観光情報発信事業において作
成したコンテンツを複数の言語に翻訳し、SNSや
Webサイトで発信する。

● ● ● ● ●

80
気仙沼地方振興
事務所

サイクルツーリズム
等アウトドアアクティ
ビティ推進事業

当圏域の観光資源であるみちのく潮風トレイルやオ
ルレに加え、令和７年度に整備が完了した「震災復
興・伝承みやぎルート」を活かした当圏域への誘客
を目指し、これらの魅力を発信し、新規顧客の開拓
を促進するため、情報発信を通じて、観光誘客に繋
げる。

● ● ● ●

81
気仙沼地方振興
事務所

みちのく潮風トレイル
を活用した当圏域の
魅力発信事業

みちのく潮風トレイルのセクションコースを活用し、
トレッキングに加え、学ぶ・遊ぶ・食べるの各コンテ
ンツを組み合わせたツアーを開催することで、気仙
沼・本吉圏域の魅力を広く発信する。

● ● ● ●

82
気仙沼地方振興
事務所

半造レストハウスを
拠点とした情報発信
強化事業

岩手県との県際に位置する半造レストハウス内に
試験
的にインバウンドにも対応できる情報発信の拠点を
設けることで、ハイカーの利便性の向上と圏域内の
宿泊・飲食利用の促進を図る。

● ● ● ●

83 広報課
宮城県戦略的魅力発
信事業

県内外に向け、宮城の様々な魅力を総合・横断的
に広報する。

● ● ● ●

84 広報課
インターネット広報事
業

ウェブサイト、Facebook、メールマガジン等の特性を
活かし、県政ニュースや各種イベント、宮城の魅
力、観光情報等を発信する。

● ● ● ●

85
復興支援・伝承
課

首都圏復興フォーラ
ム事業運営事業

東日本大震災の風化防止と震災復興に対する全
国からの幅広い支援の継続を訴えるため、青森・岩
手・福島の被災各県及び東京都と連携し、被災地
の復興状況や復興に向けた取組を首都圏の住民
やマスコミに広く情報提供する風化防止イベントを
開催する。

● ● ● ●

86
復興支援・伝承
課

東日本大震災被災地
情報発信事業

様々な媒体を活用した情報発信により東日本大震
災の経験と記憶の風化防止や国内外に対する教
訓の伝承を図るため、語り部からのメッセージ等の
動画の多言語化（翻訳）、被災地の復興支援に向
けた魅力発信としての広報紙作成、各種SNSを活
用した情報発信のほか、復興の進捗状況を伝える
冊子作成等を行う。

● ● ● ●

87
復興支援・伝承
課

震災伝承教育旅行受
け入れ体制強化事業

教育旅行や企業研修等、県外からの誘客受け入れ
態勢を構築するため、県内伝承団体のPRツールの
作成やデータベース化等を行う。

● ● ●
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88
復興支援・伝承
課

教育旅行セミナー等
参加事業（震災伝承
みやぎコンソーシア
ム）

震災伝承みやぎコンソーシアムの事務局として、全
国で開催される教育旅行セミナーに参加し、県内災
害伝承のゲートウェイ機能を担う、みやぎ東日本大
震災津波伝承館のPRを行うことで、誘客増加を図
り伝承団体の活動の機会を拡大する。

● ● ● ● ●

89
デジタルみやぎ
推進課

無料公衆無線LAN運
用事業

県内を訪れる観光客の利便性を高めるため、本県
独自のSSIDによる無料公衆無線LAN「みやぎ
FreeWi-Fi」を県有施設に整備するとともに、県内民
間事業者や他自治体等への導入拡大を図る。

● ● ● ●

90
産業デジタル推
進課

産業デジタル化支援
事業

セミナーを通じてデジタル化に向けた意識の底上げ
を図るとともに、中小企業等におけるデジタル人材
育成支援としてデジタルリテラシー向上やDX推進プ
ラン策定に向けた研修の他、実践的・専門的分野
に特化した研修等を実施する。

● ● ● ●

91 東京事務所
首都圏向け情報発信
事業

主に首都圏をターゲットに観光地などに関する情報
を発信するとともに、首都圏開催の本県関連イベン
ト等の情報を適宜発信する。

● ● ● ●

92 地域交通政策課 交通DX推進事業

訪日外国人旅行客等の受入環境を整備するため、
Googleマップの経路検索サービスに多言語化され
た路線バスの運行情報を掲載するための支援を行
う。

● ●

93 地域振興課
みやぎ情報発信共創
プラットフォーム

宮城に縁のある若者や女性が宮城とつながり続け
る場となるコミュニティの形成や情報発信手法を検
討・確立することで、宮城のファンを増やし、関係人
口の拡大や移住定住の促進を図る。

● ● ● ●

94 自然保護課
湿地環境保全・利活
用事業

多種多様な生物が生息する淡水湖沼の生態系を
有していた伊豆沼・内沼への再生を目指し、沈水植
物や在来生物を増加させるための自然再生事業を
実施するとともに、ワイズユースの推進及び普及啓
発のため、ラムサール条約湿地の魅力を発信し、
自然との触れ合いによる環境教育の場の整備を図
る。

● ● ● ● ●

95 自然保護課
サンクチュアリセン
ター管理事業

伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター及び伊豆沼
周辺の公有地管理運営を行う。

● ● ● ● ●

96
消費生活・文化
課

「東北文化の日」推進
事業

東北全体の文化力の発揮を目指すとともに文化施
設を基点として圏域内外の交流人口の拡大を図る
ため、東北6県及び仙台市が一体となり東北圏域の
特色ある文化資源の情報を総合的に発信する。

● ● ● ●

97
消費生活・文化
課

文化観光拠点施設機
能強化事業

宮城県慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）拠
点計画に基づき、石巻エリアの文化観光を推進す
る中核拠点として、文化資源の魅力増進や利便増
進、飲食・販売との連携の促進等の機能強化を行
う。

● ● ● ●

98 食産業振興課
みやぎの食材バ
リューチェーン展開プ
ロジェクト

今後、県内で生産拡大が見込まれている農産物に
対して、一次加工や事業者間による対応を促進す
るとともに、マーケティングに基づいた商品開発か
ら食材王国みやぎのブランドイメージの浸透を踏ま
えた販路開拓の支援まで、食産業の各段階におけ
る付加価値を高めることにより、食のバリューチェー
ンを展開する。

● ● ● ●

99 食産業振興課
地域イメージ確立推
進事業

多彩で豊富な「食」を創出する県という地域イメージ
の確立のため、知事等によるトップセールスやSNS
を活用した宮城の食材に関する情報発信を行う。

● ● ● ●

100 食産業振興課
食育・地産地消推進
事業

食育、地産地消を通じた県産農林水産物の販路拡
大のため、地産地消推進店と連携した県産農林水
産物のPR、高校生を対象とした「お弁当コンテス
ト」、小・中学生を対象とした「伝え人派遣事業」によ
る食育を推進する。

● ● ● ●

101 食産業振興課 物産展等開催事業
県外主要都市の百貨店で物産展を開催し、県産品
の販売及び観光情報の発信を行う。

● ● ● ●

102 食産業振興課
県産品デジタルマー
ケティング展開支援
事業

急速に進むEC市場への対応を加速的に進めるた
め、ECサイトへの参入を促すとともに、宮城旬鮮探
訪やECモール内特集ページ及びECアンテナショッ
プ型店舗で得られたデータを事業者にフィードバッ
クすることで商品開発等につなげ、事業者の自立
的成長を目指す。

● ● ●

103 食産業振興課

首都圏等における
「県産品が売れる仕
組みづくり」販路拡大
支援事業

首都圏のみならず、様々な地域において県産品と
消費者との接点を創出し、県内事業者の新規顧客
獲得と販路拡大促進につなげるとともに、観光情報
の発信も併せて実施する。

● ● ● ●

104
農山漁村なりわ
い課

むらまち交流拡大推
進事業

農山漁村と都市の交流活動を推進するため、地域
の受入体制づくりと交流活動に向けた広報や情報
発信を行う。また、広域ネットワーク組織を設置し、
地域間の連携を強化する。

● ● ● ● ●

105
農山漁村なりわ
い課

農泊地域の周遊ビジ
ネスモデル事業

農泊地域間の広域連携モデル地区を設定し、重点
的に支援を行うことで周遊性の向上と滞在時間の
長期化により収益性の向上を図り、持続可能な農
泊ビジネスの仕組みづくりを図る。

● ● ● ● ● ● ●
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戦略1 戦略2
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No. 担当課室名 事業名 事業概要

事業年度

106
農山漁村なりわ
い課

農山漁村体験おもて
なし支援事業

農山漁村の魅力を活かした体験等を組み合わせ、
多様なニーズに対応した農泊ツアーを造成し、農山
漁村に複数回来訪する機会の創出と地域間連携に
より周遊性を向上させ、新たな交流人口・関係人口
の拡大を図り、農山漁村地域の所得向上を目指
す。

● ● ● ● ● ●

107 道路課 交通安全事業

サイクルツーリズムのモデルルートとして沿岸部を
巡る「震災復興・伝承みやぎルート」を設定し、⾛⾏

環境及び受⼊環境の整備を行う。
● ● ● ●

108 港湾課
クルーズ船受入促進
事業

国内外からの誘客を図るため、仙台塩釜港へのク
ルーズ船の誘致活動を行うとともに、寄港時の受入
対応（おもてなし）を行う。

● ● ● ● ●

109 空港臨空地域課
仙台空港地域連携・
活性化事業

国際線の路線維持・拡充のため、パスポート保有
率向上及びアウトバウンド需要拡大を図ることを目
的に、若者を対象とし、みやぎポイントを活用したパ
スポート取得キャンペーンを実施する。

● ● ● ●

110 空港臨空地域課
仙台空港600万人・5
万トン実現推進事業

路線の維持・拡充及び将来的な航空需要の創出を
目的とし、県民（主に若者）に対して、旅行意欲の喚
起・定着につなげるためのプロモーションを行うほ
か、仙台空港からの航空貨物取扱量増加に向けた
核となる商材の掘り起こしなどを行う。

● ● ● ● ●

111 空港臨空地域課
航空路線誘致促進事
業

新規就航等を後押しすることを目的に、仙台空港国
際化利用促進協議会を通じ、航空会社に対する助
成を行う。

● ● ● ●

112 空港臨空地域課
仙台空港グランドハ
ンドリング等体制整
備事業

仙台空港のグランドハンドリング等を担う人材の確
保に向けて、小中学生及び保護者を対象とした航
空教室を開催し、空港業務のPRとイメージアップを
図る。

● ● ● ●

113 空港臨空地域課
仙台空港グローバ
ル・ゲートウェイ機能
強化事業

仙台空港の路線拡充を図るため、グランドハンドリ
ング事業者に対して、エアラインの新たな就航や増
便等の希望を受け入れる際に必要となる費用の一
部を補助する。

● ● ●

114 都市計画課
みやぎの景観形成事
業

景観形成に係る普及啓発及び市町村の景観計画
策定の支援を行う。

● ● ● ●

115 公営事業課
仙台港周辺地域にお
ける賑わい創出事業

仙台港周辺地域に立地する企業を中心に設立され
た官民連携組織である「仙台港周辺地域賑わい創
出コンソーシアム」を推進母体として、仙台港周辺
地域のポテンシャルを活かした観光資源の磨き上
げを図る。

● ● ● ●

116 高校教育課
地域に開かれた高等
学校魅力化事業

地域等の課題の解決に取り組む等、生徒が学びた
くなり、地域に根ざした開かれた学校づくりを展開し
ている高校を指定し、学校運営協議会、学校地域
パートナーシップ会議等により地域資源を活用しな
がら、学びの意識や自己の役割に対する認識を深
める教育プログラム等の取組について支援する。

● ● ● ● ●

117 生涯学習課
自然の家人と自然の
交流事業

各県立自然の家の立地環境を生かし、自然環境へ
の興味関心を高める自然体験活動プログラムを実
施する。

● ● ● ●

118 文化財課
日本遺産魅力発信推
進事業

日本遺産「政宗が育んだ“伊達”な文化」に認定され
たストーリーを構成する文化遺産を活かし、周遊促
進による観光振興と地域活性化を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

119 文化財課
多賀城政庁復元検討
事業

特別史跡多賀城跡のほぼ中央に位置し、重要な政
務や儀式等を行う場である「政庁」の復元に向けた
検討を行う。

● ● ●

120 交通規制課
「観光力強化」のため
の交通安全施設整備
事業

外国人旅行者や障害のある方などをはじめとした
全ての旅行者が、安全安心かつアクセスしやすい
交通環境を整備するため、マイカーやバスのアクセ
ス性向上につながる交通管制システムの拡充及び
英語を併記する交通規制標識の整備、また、バリア
フリー型交通安全施設等の更なる整備や充実を図
る。

● ● ● ●
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1 仙台市
観光プロモーション
事業

全国からの誘客拡大を図るため、ターゲットを明確
化し、多彩なコンテンツを活用した戦略的なプロ
モーションを展開する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 仙台市
仙台観光魅力創出事
業

多彩な体験プログラムの発掘・創出を行うとともに、
ターゲットやテーマを明確化した戦略的なコンテン
ツ拡充、民間事業者の新たな取組みへの支援を行
う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 仙台市 受入環境整備事業
観光客の満足度の向上やリピーターの獲得を目指
し、来訪者が安心・快適に過ごせるような滞在環境
を整備する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4 仙台市 東北連携推進事業
東北全体の持続的な発展と交流人口の拡大を図る
ため、東北各自治体との連携を強化し、地域の多
様な魅力を国内外に発信する。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 仙台市
インバウンド推進事
業

欧米やタイ、台湾などからの誘客促進のため、
旅行博出展や海外メディア等の招請によるプロ
モーションのほか、滞在コンテンツの充実や外
国人観光客の受入環境整備を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 仙台市 MICE推進事業

コンベンションや企業系会議等をターゲットと
した誘致セールスに取り組むとともに、受入環
境の充実及びMICE参加者の回遊促進事業を実施
する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

7 石巻市 大型客船誘致事業

石巻港への大型客船誘致のため、関係市町と連携
し、客船会社や旅行会社にポートセールスを実施
する。
また、客船寄港時の歓迎セレモニーや観光ツアー
等の企画・検討を行い交流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 石巻市
観光ボランティア等
人材育成強化事業

セミナー等の開催により、観光ボランティア、学生ボ
ランティア等の確保、人材育成に力を入れ、観光客
の受け入れ態勢の強化を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 石巻市
石巻圏観光推進機構
による広域観光連携
事業

各種観光データの収集と分析に基づき、地域の魅
力ある観光資源のコーディネート、ブランディング、
効果的な情報発信等、観光地域づくりを推進する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 石巻市
石巻市総合ガイド
ブック作成事業

石巻市の観光情報発信のため、観光施設やイベン
ト、食、体験等の観光コンテンツを掲載した総合ガ
イドブックを作成するほか、インバウンド誘客のため
多言語版も作成する。

● ● ● ● ●

11 石巻市 まつりイベント事業
地域に根差した祭り文化等の観光資源を広くPR
し、誘客を図る。観光客誘致イベントの企画・立案
や実施・協力、実行団体へのサポート等を行う。

● ● ● ● ● ● ●

12 石巻市 海水浴場開設事業

各海水浴場の利便性向上及び海難事故防止等安
全対策に力を入れ、観光客や市民が安心して楽し
めるレクリエーションの場としての誘客を促進し地
域活性化を図る。

● ● ● ● ●

No. 市町村名 事業名 事業概要
事業年度

戦略1 戦略2

該当する戦略

戦略3 戦略4
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13 石巻市
マンガッタンライ
ナー活用推進事業

ＪＲ仙石線、仙石東北ラインにマンガラッピングを施
し観光PRを図る。

● ● ● ● ● ●

14 石巻市
みちのく潮風トレイ
ル活用推進事業

環境省でルート設定しているみちのく潮風トレイル
コースの維持管理、コースの魅力発信により交流
人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 石巻市 観光ＰＲ事業

観光資源を広くＰＲするイベント出展の実施のほ
か、SNS等を活用したフォト＆動画コンテストを開催
し、新たな視点での観光プロモーションを行う。ま
た、「せんだい・宮城フィルムコミッション」と連携し、
映像製作への協力とロケ地となった本市の魅力を
発信する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 石巻市 RPG活用推進事業
石巻市の歴史や文化、観光施設等、地域の魅力を
詰め込んだRPGアプリを活用し、地域愛の醸成、交
流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ●

17 石巻市
SAVOR JAPAN（セイ
バージャパン）活用
推進事業

農水省のセイバージャパン認定を受けた地域伝統
食「ほや雑煮」を活用し交流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

18 石巻市
日本遺産「みちのく
ＧＯＬＤ浪漫」活用
推進事業

日本遺産「みちのくGOLD浪漫」に追加認定された
「金華山道」、「金華山詣」を市内他観光資源と連携
させて活用するとともに、日本遺産「みちのくGOLD
浪漫」推進協議会と連携した取組みにより、地域活
性化、交流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ●

19 石巻市
伝統技術継承支援、
伝統産業育成支援事
業

雄勝硯や鯨歯工芸品の技術継承、後継者の育成
を支援すると共に、文房四宝まつりを開催する。

● ● ● ● ● ● ●

20 石巻市
地産地消推進、食を
活用した事業

豊富な地場産品や石巻市独自の食文化等（鯨食、
ほや雑煮等）を広くPRし、地産地消の推進、交流人
口の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

21 石巻市 観光大使活用事業
石巻に縁のある著名人を観光大使に任命し、本市
のイメージアップ、PRを行う。

● ● ● ● ●

22 石巻市
サイクルツーリズム
推進事業

ツールド東北やサイクルイベントの開催、レンタサイ
クル、サイクルステーションの整備によりサイクリス
トに選ばれる地域を目指す。

● ● ● ● ●

23 石巻市
地域活性化企業人活
用事業

民間企業から観光人材を受入れ、観光施策、特に
着地型観光の推進を図るための地域戦略の策定
のほか、観光コンテンツの再発見と既存コンテンツ
の磨き上げ及び石巻圏観光推進機構（DMO）指導
育成を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

24 石巻市
金華山航路定期運航
支援事業

日本遺産「みちのくGOLD浪漫」に「金華山道」と「金
華山詣」が追加認定され、金華山への観光客の増
加が見込まれる.。事業者に対し支援を実施し、鮎
川港から金華山への定期船の安定的な運航を確
保することで、交流人口の拡大を図る。

● ● ● ●
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25 塩竈市
観光プロモーション
事業

本市の魅力を様々な手段を通じ発信し、モニターツ
アー等により市内回遊性向上と観光ルートの定番
化（ブランディング）を行うことで、交流人口を図る。

● ● ● ● ● ● ●

26 気仙沼市
気仙沼観光推進機構
補助金

気仙沼観光推進機構が掲げる重点事業を遂行す
るため、役割を担う構成団体に対し補助金を交付
する。
＜重点事業＞
・インバウンド市場開拓
・国内市場強化
・観光地域経営強化
・宮城オルレ事業の推進
・観光サービスセンターの運営
・事業者育成・経営支援

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

27 気仙沼市
観光キャラクタープロ
モーション事業

観光キャラクター「海の子ホヤぼーや」を活用した
気仙沼のPRの強化及び誘客、物販棟による地域
活性化を図るため、首都圏でのステージパフォーマ
ンスの実施やホヤぼーやルームの展開、フォトス
ポットの設置、デザインの拡充、ファンイベント等を
実施する。

● ● ● ● ● ● ●

28 気仙沼市
観光受け入れ態勢整
備事業

JR等公共交通機関を利用して訪れる観光客の利
便性向上のため、関係団体等が連携してタクシー
クーポン券の実施や徳仙丈山シャトルバスの運
行、レンタサイクル事業を実施する。

● ● ● ● ●

29 気仙沼市
サイクルツーリズム
推進事業（ツール・
ド・東北）

サイクルツーリズム文化の醸成を図り、（一社）ツー
ル・ド・東北が主催するサイクリングイベントについ
て共催し、大会費用の一部を負担する。

● ● ● ● ●

30 気仙沼市
市民による発信力向
上事業

本市の魅力について、市民からの発信を推進する
ため、市民を対象としたプロからノウハウを学ワー
クショップを開催し、市民の情報発信力向上に取組
む。

● ● ● ● ● ● ● ●

31 気仙沼市
宿泊事業者経営改善
サポート事業

市が選定したアドバイザーを宿泊事業者へ派遣し，
経営改善と効果検証の伴走支援を行う。アドバイ
ザーは宿泊施設に駐在し，経営課題の抽出，改善
計画の策定，実行支援，効果検証といった一連の
プロセスを支援する。

● ● ● ● ● ●

32 気仙沼市
クルーズ客船等誘致
推進事業

海からの誘客により，本市観光の新たな楽しみ方
を広げながら地域経済の活性化を図る。
また，港のさらなる活用により，港町気仙沼として
のブランディングに繋げる。
クルーズ船業界に特化したコンサルティング会社と
契約を締結し，コネクションを生かした各船の寄港
地観光担当者への同行営業，船社，代理店向け提
案内容のアドバイスを受ける。

● ● ● ● ●

33 気仙沼市
トレッキング推進事
業

「みちのく潮風トレイル」及び「宮城オルレ」の受入
れ環境の整備，魅力発信を行うことにより，外国人
観光客の本市への来訪目的を創出し，観光振興，
地域経済の活性化を図る。受入体制の整備等を実
施する。

● ● ● ● ● ● ●

34 白石市
国道113号（二市二
町）観光推進協議会
事業

白石市から南陽市までの国道113号線を「みちのく
おとぎ街道」とし、沿線自治体が連携して観光振興
事業に取り組むと共に、観光関連情報雑誌への広
告掲載、多言語ポータルサイトを活用した情報発信
など、沿線の観光資源の共同プロモーションを推進
する。

● ● ● ●

35 白石市
外国人観光客誘客事
業

宮城県国際テーマ地区推進協議会のプロモーショ
ン事業等に参加し、台湾をはじめ東アジア地域に
向けて観光資源のPRを行う。

● ● ● ●

36 白石市
観光パンフレット、
WEBサイトによる情
報発信事業

多言語を含む観光パンフレット、多言語ホームペー
ジの修正、更新を行うことにより、最新の情報を国
内外の観光客へ届ける。

● ● ● ●
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37 白石市
海外プロモーション
事業

台湾をはじめ東アジア地域に向けて観光資源のPR
を行う。

● ● ● ●

38 名取市 観光物産事業
市内の観光振興に向けた周知PR、誘致活動などを
行うほか、地元特産品の発掘、磨き上げ、認知度
向上に向けた取組を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

39 名取市 貞山運河舟運事業
歴史遺産である貞山運河を利用した周遊船事業者
に対し、PR経費等を補助する。

● ● ● ● ● ●

40 名取市
自転車観光利活用推
進事業

「人力（自転車）で楽しむ観光を推進するまち　名
取」の実現に向け、観光分野における自転車の利
活用推進に繋がる各種イベントを展開する。

● ● ● ● ●

41 名取市
ブルーツーリズム推
進支援事業

国内外からの誘客や観光客の定着を図るため、海
の魅力を高めるブルーツーリズムの推進に向けた
取り組みを実施し、周辺自治体と連携しながら名取
の沿岸部の魅力を発信する。

● ● ● ● ● ● ●

42 名取市
海外観光物産交流事
業

仙台空港入国者の大部分を占める台湾との観光
分野及び産業分野における交流を推進するため、
空港所在都市である台湾桃園市との相互交流を行
う。

● ● ● ● ●

43 名取市
インバウンド受入環
境整備事業

アフターコロナにより増加する外国人観光客の満足
度向上を図るため、市内事業者等が行うインバウ
ンド受入環境整備事業に対し補助金を交付する。

● ● ●

44 名取市
名取市㏚観光大使事
業

更なる知名度向上、交流人口拡大に向け、観光大
使を委嘱し、名取市のPRを図る。

● ● ● ●

45 名取市
震災復興コンテンツ
リニューアル事業

名取市の震災の記憶と教訓を多くの方に語り継い
でいくことを目的として、震災復興伝承館への来館
者数増を図るため、展示物等の更新を行う。

● ● ●

46 名取市
宮城オルレコース造
成事業

みちのく潮風トレイルの複線ルートとして、山間部に
宮城オルレコースを造成し、観光拠点が集中する
沿岸部から山間部への観光誘客を図る。

● ● ● ● ●

47 角田市
サイクルツーリズム
推進事業

令和４年度に策定したサイクルツーリズム推進計
画に基づき、サイクリストが訪れやすい環境整備や
イベントの企画立案等を実施する。
加えて、レンタサイクルを整備し、観光地間の二次
交通として有効活用を図る。

● ● ● ● ● ●

48 角田市 観光物産PR事業

観光物産展等の催事の場において、市の観光と物
産の周知・PRを行うことで、認知度の向上、交流人
口の拡大と角田産の商品の販売促進を図る。ま
た、道の駅をプラットフォームとする地域資源をフル
活用した体験型観光を実施する。

● ● ● ● ●
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49 角田市 賑わい共創事業

人口減少・少子高齢化が進行する中、角田市の持
つ魅力を活かしたスポーツイベント等の開催によ
り、交流人口を増やし、観光等市内の回遊性を高
めることで地域産業を活性化する。（第2期角田市
スポーツ推進計画　施策3-2）
かくだスポーツビレッジや道の駅かくだの指定管理
者と角田市が連携・協働して催事の計画等を行う
（賑わい共創チーム）。

● ● ● ●

50 角田市
まちの賑わい創出事
業

令和8年夏、本市において特別企画展「ポケモン天
文台」が開催される。本企画展は子どもたちを中心
に高い集客力が見込まれることから、この好機を捉
え、開催に合わせて本市の認知度向上および地域
経済の活性化等を図る事業を実施する。
事業主体は、角田市と関係機関・関係団体等で構
成する「まちの賑わい創出事業実行委員会」であ
り、その運営経費、事業経費として実行委員会負担
金を措置する。

● ● ● ● ● ● ● ●

51 多賀城市
観光プロモーション
事業

多賀城市の魅力を様々な手段を通じ発信するほ
か、広域連携等により効果的に情報発信等を行う。
観光物産展等の催事の場において、市の観光と物
産の周知・PRを行うことで、認知度の向上、交流人
口の拡大と多賀城市産の商品の販売促進を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

52 多賀城市
観光まちづくり推進
事業

固有の文化・歴史等の財産に価値を見出し、各種
団体・事業者等が市内で事業やイベント等を実施
し、また市民等が実施事業に参加することでシビッ
クプライドが醸成されて関係者が増えることで、観
光を軸にしたまちづくりを行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

53 多賀城市
市民文化創造推進事
業

多賀城固有の歴史文化資源に、様々なジャンルの
アートを掛け合わせ、新たな価値を創出することで
魅力を高め、内外から交流人口の拡大に繋げると
ともにシビックプライドを醸成する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

54 岩沼市 観光振興事業

　広域観光を基本とし各種関係団体や近隣自治体
と連携して取り組みながら、聖地巡礼を含む来岩者
を受け入れる機運の醸成を図る。
　また、マイクロツーリズムに着目し、地域の魅力を
再発見・磨き上げ、効果的な情報発信に努める。

● ● ● ● ● ● ●

55 登米市 観光誘客対策事業
登米フードフェスティバル事業や宮城オルレ登米
コース推進事業等の各種誘客イベントを開催する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

56 栗原市

観光情報総合発信事
業
①各種媒体を活用し
た情報発信事業

SNS、雑誌、広告、イベント出展などを通じて効果的
な情報発信し、観光客、観光消費額の増加を図る。

● ● ● ● ● ●

57 栗原市

観光情報総合発信事
業
②訪日外国人観光客
誘客促進事業

台湾を基軸としたアジア圏をターゲットとし、多様な
食習慣等への環境整備と地域特性を生かした効果
的なプロモーションの実施により宿泊観光客数の
増加と観光産業の活性化を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

58 栗原市

観光情報総合発信事
業
③観光ウェブサイト
運用事業

体験型ツーリズムとツアーを組み合わせた企画な
ど、定期的な広告掲載とリアルタイムな情報発信に
よる観光客増加と観光消費・経済効果を図る。

● ● ● ● ● ● ● ●

59 栗原市
栗駒山麓ジオパーク
推進事業

栗駒山麓ジオパークの推進を図るため、子供たち
へのジオ学習やジオパークを案内するジオガイドの
育成、来訪者への情報発信、サイトの保護・保全、
栗駒山麓ジオトレイルのルート造成など、ジオパー
ク資源を活用した誘客促進を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

60 栗原市 広域観光戦略
【広域事業連携による観光誘客の推進】
ゆっくりひとめぐり栗駒山麓連絡会議や4市町連携
事業、その他広域事業連携による観光誘客の推進

● ● ● ● ● ● ● ●
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61 東松島市 観光物産交流事業

友好都市（東京都大田区、山形県東根市、埼玉
県東松山市、福岡県豊前市、宮城県蔵王町）の
イベント等を通じて、東松島ならではの地域資
源の魅力を発信し友好都市との交流を図る。加
えて友好都市との交流から、観光交流人口の拡
大を図るとともに、本市の観光及び市産品等の
ＰＲを行う。

● ● ● ● ●

62 東松島市 観光物産振興事業

本市が行う観光振興事業に市民の意見、提言等
を反映し、官民一体となった取組を推進すると
ともに、各団体等が実施する観光事業への支援
等を行う。
加えて、復旧した海岸など地域資源を活用し、
観光客受入れの環境や体制の整備を図る。
また、市役所庁内及び市内事業者等とともに、
持続可能な観光に取組む。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

63 東松島市 宮城オルレ事業

宮城オルレ奥松島コースを適正に維持管理し、季
節のイベントを開催するなど、本市ならではの地域
資源の一つとして、魅力向上を図るとともに、観光
客誘客に向けた情報発信を行う。

● ● ● ● ● ● ● ●

64 東松島市 広域観光連携事業
観光地域づくり法人（石巻圏観光推進機構）や観光
関係団体等と連携し、サイクルツーリズムや教育旅
行等の広域的な観光事業を展開する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

65 大崎市 国内都市交流事業

姉妹都市等（東京都台東区、愛媛県宇和島市、北
海道当別町、富山県黒部市他）との都市交流事業
を通し、交流人口の増加ならびに移住定住を促進
します。「おおさき宝大使」を活用した市の知名度向
上を図り、誘客に繋げる。

● ● ● ● ● ●

66 大崎市 物産振興事業
宮城県のアンテナショップをはじめとして、首都圏、
仙台圏等で物産販売を行い、市の特産品や伝統工
芸品を通した市のPRと販路拡大を図る。

● ● ● ● ●

67 大崎市
観光振興振興事業観
光振興事業

地域住民と共に、鳴子温泉郷の持続可能な観光地
域づくりを推進する体制整備の支援を行う。

● ● ● ● ● ●

68 大崎市
シティプロモーショ
ン事業

国内外へ市の自然、歴史、文化、食やイベント等の
情報発信を行い誘客を図る。

● ● ● ● ●

69 大崎市 教育旅行推進事業

東北旅行セミナー等に参加し、旅行エージェントや
学校関係者等に対して、世界農業遺産に認定され
た大崎耕土や観光資源を紹介することで、教育旅
行誘致を図る。

● ● ● ● ● ● ● ●

70 大崎市 観光振興事業

市の自然、歴史、文化、食などの資源を活用した旅
行商品の企画販売と情報発信、イメージキャラク
ターを活用した各種イベント等での観光PR、観光案
内所での観光客への各種情報提供を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

71 大崎市 観光振興事業
台湾旅行博へ出展し、世界農業遺産「大崎耕土」を
はじめとする市の魅力を紹介することによりインバ
ウンドの誘客を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

72 大崎市 観光振興事業
宮城オルレ大崎・鳴子温泉コースと温泉等の観光
資源をあわせたPRやイベントの開催により誘客を
図るとともに、コースの適切な管理を行う。

● ● ● ● ● ● ●

31



R7 R8 R9 (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (1) (2) (3) (4) (5) (6)

No. 市町村名 事業名 事業概要
事業年度

戦略1 戦略2

該当する戦略

戦略3 戦略4

73 富谷市
発酵のまちづくり推
進事業

令和7年度に全国発酵食品サミットinとみやを本市
で開催することをきっかけに、内ヶ崎酒造店の日本
酒やかつてしんまち地区にあった味噌醬油屋の発
酵の文化・歴史を継承しながら、発酵のまちづくりを
進めていく。また、発酵をテーマにした商品開発を
行い、市内外の人へ発酵の商品を通して富谷の魅
力を発信する。

● ● ● ● ● ●

74 富谷市 街道まつり運営事業
しんまち地区を会場に、富谷の歴史・文化・地場産
品など富谷の魅力を広く発信し、ふるさと富谷の意
識醸成と交流人口の拡大を図る。

● ● ● ● ●

75 富谷市 商工団体育成事業

地域活性化・イベント事業として、地域の一体感を
創出し観光資源を広くPRし、誘客を図る。イベント
の企画・立案や商工祭開催への協力、商工団体へ
のサポート等を行う。

● ● ● ●

76 富谷市
スイーツステーショ
ン運営事業

令和8年5月にオープンする富谷市複合施設内のス
イーツステーションを「とみやスイーツ」の発信拠点
として、「スイーツのまち とみや」の実現・ブランド強
化を図っていく。また、富谷市特産品の活用による
６次化推進及び関係人口拡大の実現のため、誘客
につながるイベント企画運営など新たな機会の創
出を図るほか、新たに新商品の開発等を行う。

● ● ● ● ● ●

77 蔵王町
観光ガイドブック制
作事業

観光ガイドブックの修正・増刷や観光ガイドブック掲
載情報をもとに多言語対応のWEBサイト開設をし、
国内外の観光誘客を図る。

● ● ● ● ● ●

78 蔵王町 観光誘客推進事業
宿泊割「ざおうさま割」及び訪日客向けの宿泊助成
事業等の実施により、積極的な国内外観光誘客を
図る。

● ● ● ● ● ● ●

79 蔵王町
雪の壁ウォーク開催
事業

国内外から誘客を図るため、自然資源を活用した
蔵王エコーライン雪の壁ウォークを開催し、「雪」「温
泉」「桜」「城」といった近隣市町のコンテンツを一度
に楽しめるイベントとして、仙南地域全体の観光振
興と地域活性化につなげる。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

80 蔵王町 宮城オルレ事業

宮城オルレ蔵王・遠刈田温泉コースを新規オープン
し、安全安心なコース運営のため適正に維持管理
しながら、季節ごとのイベントを開催するなど、蔵王
町ならではの地域資源の一つとして、魅力向上を
図ると共に、インバウンドをはじめとした観光客誘
客に向けた情報発信を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

81 蔵王町
地域おこし協力隊を
活用した観光振興事
業

地域おこし協力隊を４名配置し、観光振興・こけし
工人・農業振興に特化した活動をしながら、誘客促
進につながるイベント運営やSNSを活用した観光情
報発信を行い、交流人口拡大を図る。

● ● ● ● ● ●

82 七ヶ宿町
国道113号(二市二
町)観光推進協議会
事業

国道113号を活用した観光周遊ルート、みちの
くおとぎ街道の知名度を上げるため、宮城県白
石市、山形県南陽市、高畠町等と連携したPR事
業を行う。

● ● ● ●

83 七ヶ宿町 七ヶ宿ブランド事業
七ヶ宿町の優れた町産品等や取り組みに対し、
「七ヶ宿ブランド」の認定を行い、七ヶ宿町の知名度
向上と地場産業の振興を図る。

● ● ● ●

84 七ヶ宿町
七ヶ宿ファンクラブ
事業

まちづくりのサポーターとなって地域行事やイベント
等を一緒に盛り上げてくれる方や七ヶ宿町の情報
や魅力を発信していただける方を募り、関係人口の
拡大や人手不足解消を図る。

● ● ● ●
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85 七ヶ宿町
観光パンフレット作
成事業

観光パンフレットの更新（多言語化対応）や修正、
増刷を行い、顧客満足度と集客力向上を図る。

● ● ● ● ● ● ● ●

86 大河原町
白石川堤一目千本桜
ブランド化事業

宮城、さらには東北のキラーコンテンツとなるよう白
石川堤一目千本桜のブランド化に力を入れ、磨き
上げを図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

87 村田町
観光情報総合発信事
業

観光案内サイト「MURATABI」やSNSのほか、各種
情報誌や旅行雑誌といったメディアに記事を掲載
し、県内外に観光情報を発信するほか、町中心部
の蔵の町並みに観光情報発信拠点である「蔵の観
光案内所」を設置し、観光客への情報提供を行う。

● ● ● ● ●

88 村田町 宮城オルレ事業

宮城オルレ村田コースと重要伝統的建造物群保存
地区に指定されている蔵の町並み等の観光資源を
生かしたＰＲを行うことにより、県内外及びインバウ
ンドの誘客を図るほか、コースの適切な維持管理に
努める。

● ● ● ● ● ●

89 村田町 村田町親善大使事業

村田町の自然、歴史、文化等の魅力を広く発信し、
観光等の地域振興及び交流拡大を図るため、村田
町の出身者又はゆかりのある者に親善大使を委嘱
し、村田町のＰＲを行う。

● ● ● ● ●

90
柴田町
大河原町

白石川堤一目千本桜
ブランド化事業
【No.69とNo.70を統
合】

宮城、さらには東北のキラーコンテンツとなるよう白
石川堤一目千本桜のブランド化に力を入れ、磨き
上げを図る。

● ● ●

91 柴田町
白石川堤一目千本桜
ブランド化事業

宮城、さらには東北のキラーコンテンツとなるよう白
石川堤一目千本桜のブランド化に力を入れ、磨き
上げを図る。

● ● ● ● ●

92 柴田町
ガーデンツーリズム
推進事業

官民連携で花園や庭園を切り口にした県南地域の
周遊促進を図ると共に、柴田町が事務局を担い、
町内の受入環境の整備、事業者の取組の発展を
図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

93 川崎町
登山道刈払い等整備
事業

町内の蔵王関連登山道８コースについて、登山者
の安全の確保や観光地整備を目的として、刈払い
及び調査を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

94 川崎町
観光案内看板等整備
事業

知名度の低い観光地への案内看板や施設紹介等
の標識について、新たな観光客誘引とともに観光
PRとしての魅力発信を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

95 川崎町
WEB等デジタル広告
事業

観光情報の発信として、各種広告媒体の中で、
WEBｻｲﾄやSNSを活用し、国内外の観光誘客を図
る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

96 川崎町
包括的シティプロ
モーション事業

ARABAKI ROCK FEST.の開催地であることから、
音楽愛好家を中心に、YouTubeの動画配信やラジ
オ放送等各種広告媒体を活用し観光PRを展開す
る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

33



R7 R8 R9 (1) (2) (3) (4) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (1) (2) (3) (4) (5) (6)

No. 市町村名 事業名 事業概要
事業年度

戦略1 戦略2

該当する戦略

戦略3 戦略4

97 川崎町 観光ガイド制作事業
総合観光情報誌の増刷や再編をはじめインバウン
ド需要に対する多言語化整備を行うもの。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

98 川崎町 支倉常まつり事業

支倉常長は、川崎町支倉地区に居城跡の上楯城
や円福寺内に墓が存在するなど、川崎町出身の偉
人として顕彰するとともに、町民の協力のもと、町の
貴重な文化財産及び観光資源としてPRによる認知
度向上を図りながら、地域活性化に寄与する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

99 川崎町 古賀政男顕彰事業

昭和を代表する名作曲家・古賀政男先生の功績を
讃えるとともに、ゆかりの深い川崎町の有効な観光
資源として活用するとともに、『影を慕いて』の誕生
の地でもある「青根自然の森公園」への周遊へとつ
なげる。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

100 川崎町 景観整備事業
釜房ダム周辺に植樹されている桜や観光施設内の
樹木について、病害虫の影響を受け立ち枯れてい
るもの等の剪定及び除伐を行い整備する。

● ● ● ● ●

101 川崎町
プレミアム商品券事
業

町民の購買意欲を喚起し町内経済を循環させ売上
高を復調させるため実施する。

● ● ● ● ● ●

102 川崎町
商品化促進・販路拡
大事業

川崎町の新たな観光資源及び高付加価値ブランド
醸成を図り、新規地場産品開発事業並びに販路拡
大事業として実施する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

103 川崎町 教育旅行推進事業

観光資源の磨き上げとともに、地元企業及び事業
者（人材）を起用し、川崎町の特色を活かした体験
学習と宿泊をセットにしたパッケージを作成する。併
せて、学校教育の現場への国際交流の機会として
マッチングと調整を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

104 川崎町
大規模イベント環境
美化事業

ABABAKI ROCK FEST.の開催に伴い臨時駐車場
および会場周辺のゴミ拾いを行い、川崎町のイメー
ジアップを図るとともに通行車輌への不法投棄抑止
効果へ寄与するため実施する。

● ● ● ● ● ● ●

105 丸森町

防災ステーション平
常時有効活用事業
（観光交流施設整備
事業）

丸森町MIZBEステーションについて、災害時の防
災・応急復旧拠点に加え、平常時の舟下り事業等
による「にぎわい」の創出を図り、町内観光施設へ
の周遊につながる観光交流拠点の機能を発揮さ
せ、既存資源との一体的な観光振興を図る。

● ● ●

106 丸森町
地域活性化起業人活
用事業

総務省の地域活性化起業人（企業人材派遣）制度
を利用し、民間のスペシャリスト人材の活用により
丸森町観光の課題解決を図る。

● ● ● ●

107 丸森町
にぎわい交流拠点施
設整備事業

既存の直売所施設を建替え、「にぎわい交流拠点
施設」を整備し、街並みを眺め、地域の文化や歴史
に触れ合いながら観光交流施設を周る周遊事業の
中核を担う拠点に活用する。

● ● ● ●

108 丸森町
齋理屋敷イベント事
業

　齋理屋敷およびその周辺を会場としたイベント「齋
理幻夜」を行う。

● ● ● ● ●
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109 丸森町
齋理屋敷周辺整備事
業

「蔵の郷土館　齋理屋敷」前の通りの電柱を無電柱
化することにより景観整備を図る。

● ● ● ●

110 丸森町
（仮称）耕野あぶく
まリバーサイドパー
ク整備事業

阿武隈川の美しい景色を楽しみながら、誰もが心
地よく休憩できる環境を整え、山側ルートからの流
入を最初に受け止める「西の玄関口」を整備する。
本町の観光情報の提供に繋げ、通過しようとする
来訪者を町内奥深くへと誘導する「観光のきっか
け」を創出を図る。

● ●

111 丸森町
あぶくま荘再整備関
連事業

本町の重要拠点である「あぶくま荘」において、実
際に温泉資源が存在するかどうかの科学的な調査
を実施し、併せてその将来性（活用価値）や町全体
の観光振興に与える波及効果を客観的に測定す
る。

● ●

112 丸森町
観光案内サイン整備
事業

町内全域の案内看板のデザイン統一化と多言語化
に向けた設計を行う。看板の限られたスペースを補
完するため、QRコードを活用したスマートフォン連
携を導入し、インバウンド対応と詳細情報への誘導
を強化を図る。

● ● ●

113 丸森町
宮城オルレ「丸森
コース」の認定取得
とコース整備

グリーンツーリズムの柱として、国内外で人気の高
い「オルレ」の認定取得と本格的なコース整備を実
施する。

● ● ●

114 亘理町
はらこめしプロモー
ション事業

亘理町発祥の郷土料理「はらこめし」のブランド化
ならびに誘客促進のため、スタンプラリーなどの実
施でPRを行う。

● ● ● ● ●

115 亘理町
観光周遊サイト「ぶ
らっとわたり」の運
用事業

誘客促進及び来訪者の周遊を促すため、観光周遊
サイト「ぶらっとわたり」（6言語対応）を用い、観光
情報を発信するとともに、周遊をサポートする。

● ● ● ● ●

116 亘理町 震災語り部の会事業
震災の記憶を後世に語り継ぐため、被災時の状
況、復興までの歩みを伝える語り部ガイドの利用受
付・派遣・育成を行う。

● ● ● ●

117 亘理町
わたり温泉鳥の海利
用強化促進事業

わたり温泉鳥の海の運営に専門事業者による民間
活力を導入し、利用者へのサービス向上を図る。ま
た、仙台空港から近い温泉として国内外問わず幅
広い誘客を図る。

● ● ● ● ● ●

118 亘理町
周遊観光による観光
人口拡大事業

鳥の海エリアにある温泉、スポーツ施設、公園、
サーフィン、釣り、飲食、土産屋など、複数の観光ポ
イントの結び付けを行い、周遊観光に繋げながら観
光人口の拡大を図る。

● ● ● ● ●

119 亘理町 レンタサイクル事業
歴史・里山・里海の魅力を活かした３つの地域交流
型サイクルコースの誘客プロモーションにより町内
外からの誘客を図る。

● ● ● ● ●

120 山元町
花畑プロジェクト
（ひまわり祭り）事
業

山元町沿岸部に広がる広大な畑地を活用した「ひ
まわり祭り」を開催し、交流人口の増加と賑わいの
創出を図る。

● ● ● ● ●
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121 山元町
レンタサイクル推進
事業

「新しい旅行スタイル」として有効なレンタサイクル
を推進すると共に、町内に点在する観光資源の価
値を高め、観光客の町内周遊を促進し、交流人口
の拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ●

122 山元町
山元町ブランド推進
事業

町のイメージと認知度の向上を図るため、優れた産
品や特有の文化など、町が誇る地域資源を「山元
ブランド」として認証し、魅力を発信する。

● ● ● ● ●

123 松島町 教育旅行誘致事業

教育旅行を誘致するため、SDGsや探究学習を
テーマとしたコンテンツ整備、観光関連事業者
等と連携した受入体制の整備、旅行会社や教育
機関等へのセールス活動を行う。

● ● ● ● ● ●

124 松島町
外国人観光客誘客事
業

宮城県国際テーマ地区推進協議会へのPR事業等
に参加し、海外への観光PRを行う。

● ● ● ●

125 松島町
観光の新たな担い手
育成事業

松島高等学校観光科の生徒の取組について、発
表の場の提供、町の観光関連イベントへの協力
等を通して観光に携わる人材の育成を行う。

● ● ● ●

126 七ヶ浜町 ブランド七ヶ浜事業
七ヶ浜の地域資源を活かした地場産品を「ブランド
七ヶ浜」として認定し、情報発信することにより、
七ヶ浜町の知名度向上と地場産業の振興を図る。

● ● ● ● ●

127 利府町 海業創出支援事業

地域おこし協力隊を活用し、「観光×漁業」の連携
による複合的な「海業」づくりを推進し、本町が有す
る「海」という観光資源を活かす新事業の展開や地
域経済の活性化、地域ブランドの向上に資する担
い手を育成する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

128 利府町
観光パンフレット作
成事業

観光パンフレット（日本語・繁体字・英語）の作成（修
正・増刷）を行い、国内外からの観光誘客を図る。

● ● ● ● ● ● ●

129 利府町
外国人観光客誘客事
業

宮城県国際テーマ地区推進協議会へのPR事業に
参加し、台湾での観光PRを行う。

● ● ● ● ●

130 利府町 観光団体育成事業

当町の豊かな観光資源を活かし、観光協会の組織
基盤を強化するとともに、観光を通じた地域経済の
活性化と町全体の持続可能な発展を実現すること
を目的とする。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

131 利府町
利府町PRおもてなし
事業

多方面での町のPRやおもてなし活動を実施するこ
とにより、観光活性化に資するとともに、交流・関係
人口の拡大に努め、地場産業と地域経済の活性化
を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

132 利府町
特別名勝松島観光施
設整備事業

特別名勝松島の景観を魅力ある観光資源と位置づ
け、地域活性化にむけた馬の背の活用整備を行
う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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133 利府町 魅力発信事業
首都圏の株式会社ＨＵＢ５店舗で地域プロモーショ
ンを実施し外国人や若い世代への認知度向上を図
る。

● ● ● ● ● ● ● ●

134 利府町
地域力創造アドバイ
ザー事業

地域力創造アドバイザーの支援を受けながら、地
域資源を最大限に活用し、新たな雇用機会の創出
と交流人口の拡大を目指す包括的な地域活性化
事業を推進を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

135 大和町 レンタサイクル事業

新たな観光資源として、自然やアクティビティ
が好きな方に実際に自転車という手段で七ツ森
周辺施設等を巡っていただけるよう、レンタサ
イクルを提供する。

● ● ● ●

136 大和町
オートキャンプ場整
備事業

大和町観光事業の発展及び南川ダム周辺施設間
の利便性を図ることを目的として、四十八滝運
動公園を整備する。オートキャンプ場の更なる
誘客に向け、大型複合遊具の設置などファミ
リー層に向けた整備を進める。

● ● ● ●

137 大郷町
「道の駅おおさと」
の活性化及び新ブラ
ンド開発事業

町、道の駅おおさと指定管理者、民間企業が業務
提携し、道の駅おおさとの活性化及び商品開発を
行う。

● ● ● ●

138 大郷町 地場産品振興等事業
各種イベント等へ出展し、地場産品のＰＲ及び拡販
を行うとととも観光ＰＲを行う。

● ● ● ●

139 大郷町
テレワーク施設活用
推進事業

　R6年度に整備した本テレワーク施設は、町内唯
一の宿泊・観光施設「パストラル縁の郷」の一部を
サテライトオフィス、コワーキングスペース等に改修
し、町内外からの関係交流人口を増加させることや
東北最大都市の仙台市からのテレワーカーをはじ
め、サテライトオフィス利用企業誘致による関係人
口の創出やワーケーションの普及拡大等を目的と
している。

● ● ● ●

140 大郷町 公園利便性向上事業
町内公園を定期的に管理することで、公園利用者
の利便性向上に繋げる。

● ● ● ●

141 大衡村
おおひらふるさと祭
り開催事業

夏に開催していた「おおひら万葉まつり」と秋に開催
していた「おおひらふるさと祭り」を一本化し、地域
の一体感を創出し、伝統的な文化を継承しながら
新たな文化創造を目足手村民等の各部門・各団体
が一致協力し合い、大衡村における新たな「おおひ
らふるさと祭り」を開催し、誘客を図る。

● ● ● ● ● ●

142 大衡村 地場産品振興事業
各種イベント等へ出展し、地場産品のPR・拡販を行
うと共に観光PRを行う。

● ● ● ●

143 色麻町 交流人口増加事業

令和4年度、令和5年度の中で提案された、『色麻の
最終目的地』プロジェクトにおける特定の場所にと
らわれない市場（マルシェ）を開催し、交流人口の
増加やにぎわいの創出を図ることを目的として実施
する。

● ● ● ● ● ● ● ●

144 涌谷町
「金」のストーリー
でつながる広域連携
推進事業

日本遺産「みちのくGOLD浪漫」を旗印に、金の歴
史を共有する構成市町（涌谷町・南三陸町・気仙沼
市・平泉町・陸前高田市・石巻市）との連携を推進
し、国内外からの誘客を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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145 加美町
モンベルアウトドア
振興事業

モンベルフレンドタウンとして、アウトドアランド形成
事業を推進する。また、ジャパンエコトラックを活用
したエコツーリズムを推進する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

146 加美町
国際ビジネス推進事
業

加美町へのインバウンド誘客に向けた取組み（旅
行博出展や商談会への出席等）、インバウンドの地
方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツの造成
を推進する。また台湾（嘉義市）との交流事業推進
や、物産品等の輸出拡大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

147 美里町 物産観光振興事業
町の魅力向上と地域経済の活性化に寄与すること
を目的に、町の物産販売、魅力PR、総合案内所運
営、催事開催等を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

148 女川町
おながわ四季のまつ
り補助事業

女川町の四季折々の魅力をPRするイベントを開催
することにより、町の活性化及び観光客の誘致を図
る。

● ● ● ● ●

149 女川町 観光誘致事業
町の観光施策に則り、町内外のイベントへの参加
によるPR活動や情報発信を行い、観光客誘致を推
進する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

150 女川町
（一社）石巻圏観光
推進機構運営事業

石巻圏域の観光振興を目的として設立された（一
社）石巻圏観光連携機構の運営に係る運営費の一
部を負担する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

151 女川町
サイクルツーリズム
推進事業（ツール・
ド・東北）

サイクルツーリズム文化の醸成を図り、（一社）ツー
ル・ド・東北が主催するサイクリングイベントについ
て共催し、大会費用の一部を負担する。

● ● ● ● ●

152 女川町
バイクツーリズム推
進事業

多くの訪客があるバイクツーリング客のうち富裕層
をターゲットとし、町内滞在時間を増加させる取組を
図り、町内消費額増加による地域経済活性を目指
す。

● ● ● ● ● ● ●

153 女川町
海岸広場指定管理事
業

海岸広場の設置目的である、多面的な交流による
町の活性化を図るべく効率的な管理を行うため、指
定管理者制度による管理を行う。

● ● ● ●

154 女川町
マッシュパークイベ
ント事業

若年層・子育て世代を対象とし、㈱マッシュホール
ディングス及び㈱グローブライドとの共催にてイベ
ントを実施する。

● ● ● ● ●

155 南三陸町
教育旅行誘致促進事
業

地域資源の活用と、地域人材の起用による受入実
績の拡大を図ることを目的に、受入体制整備・人材
育成・プログラムの開発・誘致営業活動を行う。

● ● ● ● ● ● ●

156 南三陸町
地域プロモーション
事業

地域資源を活かしたプロモーションを展開するた
め、南三陸ポータルサイトの管理運営、SNS等を活
用した情報発信、各種イベントでのPRなどを継続的
に実施し、交流人口及び観光消費額の回復を図
る。

● ● ● ● ● ● ● ●
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157 南三陸町
地域観光案内所運営
事業

地域情報の集約と来訪のお客様へのご案内を通
し、域内での周遊または滞在時間の延伸を図ること
を目的に、常設の案内所の開設・運営を行う。

● ● ● ● ●

158 南三陸町
訪日外国人誘致体制
整備事業

本町の地域資源を活かした外国人誘致体制を整備
するため、台湾を中心とした誘致営業活動、定期的
な情報発信等を実施することにより、受入実績の拡
大を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

159 南三陸町
ブルーツーリズム推
進事業

宿泊客の拡大（回復）と域内での滞在時間の延伸
を図ることを目的に、教育旅行を主とした旅行商品
の磨き上げを行うと共に、海水浴場(サンオーレそ
ではま）で「きれいで安全で誰もが楽しめる優しい
ビーチ」を目指しブルーフラッグ認証の取得に向け
た活動を推進する。
また、食と観光を結びつけ、食材の産地と観光客を
食の力で繋げる消費・販路拡大プロモーションを行
い、更なる誘客を図る。

● ● ● ● ● ● ●

160 南三陸町
スポーツ文化ツーリ
ズム推進事業

地域が保有する文化スポーツ施設・宿泊施設等を
活用し、地域経済の活性化を目的に、滞在型のス
ポーツ合宿、勉強合宿、音楽合宿等の受入れの強
化・推進を図る。

● ● ● ●

161 南三陸町
道の駅誘客プロモー
ション事業

道の駅への誘客を図るため、駅内に設置している３
１１メモリアルのラーニングプログラムを活用し、教
育旅行等団体への誘客促進に繋げる。
一方で訪日外国人の利用客も増加傾向にあること
から、展示バナー及び映像作品の翻訳業務を実施
し、訪日外国人の誘客促進に繋げる。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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